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進
捗
状
況
説
明

外国語指導助手及び英語指導助手を配置し、目標の4園269人､4小学校646人､2中学校938人の受講目標に対し、4園292人、小学校641人、中学校
942人と増減があるが、転入及び転出によるものである。幼稚園や小学校低学年においては、外国人講師とのふれ合いや異文化交流を通して、今後
導入される小学校3年生への英語教育を推進する。中学校に於いてはネイティブスピーカーの外国人講師を引き続き各学校へ配置し、基本的なコミュ
ニケーションの手法や文法の理解を深めている。英語検定については、全生徒938人中222人が受験し、139人が合格し目標値を下回ったが、英語を
使って積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成されている。また、沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧【公表版】のH27成果
目標（指標）でH26年度受講数と明記されているのはH27年度の誤りです。

実　績
５５％合格

未達成
合格率62.6%

未達成

289人中
172人が合格

受講者数
幼稚園269人
小学校646人
中学校938人

受講者数
幼稚園292人
小学校641人
中学校942人

英語検定受検者中8割合格目標

目　標 英検8割合格 英検8割合格

目標値
（　年度）

H26年度受講者数
4幼稚園269人、4小学校(5.6年生）646人､及
び2中学校938人受講。

目　標 中学校940人中

受講者数
幼稚園269人
小学校646人
中学校938人

受講者数
幼稚園269人
小学校646人
中学校938人

実　績

2人配置済み

達
成
状
況
説
明

外国語指導助手は3人パート契約として町内の4園4小へ4月7日より3月24日までの契約で配置。英語指導助手２人嘱託員と
して町内の２中へ4月1日より3月３１日までの契約で配置。合計5人を計画通り配置した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

・英語指導助手：2人
　　2中へそれぞれ配置

目　標 2人 2人 2人 2人

実　績 2人配置済み 2人配置済み 2人配置済み

目　標 幼小へ配置 幼小へ配置 幼小へ配置 4園4小へ配置

実　績 配置済み 配置済み 配置済み 4園4小配置済み

予算の状況の説明
当初予算計画では幼小（パート勤務）３人分の報酬と中学校（フルタイム勤務）２人分の報酬を計画していたが、中学校
勤務の英語指導助手の１人が病欠を約２ヶ月程とったため590千円が不用となった。それ以外は計画通りに外国語指導
助手・英語指導助手を配置し、計画通りの執行となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

・外国語指導助手
　　4園4小（3人は園・小兼務）

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 95.9%

次年度繰越額 0 0 0 0

うち交付金充当額 7,047 9,539 11,148 10,925

B．執行済額 8,809 11,923 13,935 13,656

A．計(b+d) 8,809 11,923 13,935 14,246

(d)前年度繰越額 － － － －

11,923 13,935 14,246

(c)増減額(b-a) ▲ 5,255 0 ▲ 463 0

28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 14,064 11,923 14,398 14,246

(b)予算現額 8,809

事業内容

小学校・幼稚園において国際化に柔軟に対応できる力を養うため、通常の授業とは別に、夏休みや冬休みを利用した特別英語教室を開催す
る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（報酬）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度

担当部課名 八重瀬町教育員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-① 八重瀬町外国語指導強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

国際社会、情報社会に対応した
教育の推進



費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先については、八重瀬町嘱託員規程に基づき面接採
用しており支出に関しても妥当なものと考えている。
○予算規模についても、当初予算よりは減額があったもの
の適正であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する出
勤簿等により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

外国語指導助手３名
５，９２５千円

英語指導助手２名
６，７８４千円

共済費
９４７千円

英語指導助手はフルタイム勤務の為の費
用として東風平中１名と具志頭中１名の計２
名分　（社会保険料、雇用保険料事業所負
担分、労災保険料）

評価 点　検　項　目

報酬
１２，７０９千円

八重瀬町
１３，６５６千円

幼小勤務

13,656 13,656 10,925 2,731 0

今後の取り組み方針

・外国語指導強化事業をとおして、引き続き幼小中への外国語指導助手、英語指導助手を配置することにより、単元の意味や理解またはｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ能力の育
成、グローバル的視点の育成を図る
・各学校の英語担当教諭などとも連携を図り、英検等の受講案内を引き続き行い、受講者のアップを図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・計画とおり外国語指導助手と英語指導助手を配置しているが、英検受験者
はいるものの目標の８割合格までには届いていない。まずは英語教育へ興
味をもたせ、目に見える基礎的な英検を受験させる道しるべになるように育
成する。
・配置事業を推進するにあたり、中学生には受講希望者がはいるが、幼小に
ついては受講が進んでないが継続的に配置を行い、外国語への興味を引き
続き推進をする。

・英検は受益者負担という観点から強制はできないものの、粘り強く推進を行
う　　・各学年のｱﾝｹｰﾄや単語ﾃｽﾄなどの導入を行い理解度を図る。
・外国語指導助手・英語指導助手お互いの意見交換の充実
・各学校の英語担当教諭と指導助手との検討会。

中学校勤務
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進
捗
状
況
説
明

ﾊﾟｿｺﾝ指導員を配置し、目標の4小学校2，007人と2中学校942人の受講目標は達成した。受講者の中から、昨年度に比べ検定受検者は
増えたものの、合格率は76.1%で目標を下回った。パソコン操作の楽しさや情報モラル教育などを通常の授業を通して教えながら、児童
生徒への興味をもたせ、受益者負担で全生徒に強制はできないが、検定へ受講するよう促す。また、沖縄振興特別推進交付金（市町
村）成果目標一覧【公表版】のH27成果目標（指標）でH26年度受講数と明記されているのはH27年度の誤りです。

実　績 達成
73.7%

未達成
76.1%

未達成

合格率92.3%
小学校1，940人
中学校938人

小学校2,007人
中学校942人

ﾜｰﾌﾟﾛ検定等、受検者中8割合格を目標

目　標 8割
受験者中
8割合格

受験者中
8割合格

目標値
（　年度）

・H26年度受講者数
4小学校1，940人、２中学校938人受講。

目　標 13人中12人が合格
小学校1，940人
中学校938人

小学校1，940人
中学校938人

実　績

達
成
状
況
説
明

ﾊﾟｿｺﾝ指導員を４人雇用し、４月７日より３月２４日までの契約で配置。東風平小学校と新城小学校での兼務を１名、白川小学
校と具志頭小学校での兼務を１名、東風平中学校へ１名、具志頭中学校へ１名の合計４名を計画通り配置した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目　標

実　績

目　標
小2名中2名配

置
小2名中2名配置

パソコン指導員配置
小学校2名
中学校2名

パソコン指導員
配置

小学校2名
中学校2名

実　績 配置済み 配置済み 配置済み 配置済み

予算の状況の説明
当初予算より共済費分の追加と、賃金の改定に伴い217千円を増額しているが、計画通りにパソコン指導員配置し、ほ
ぼ計画通りの執行となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

パソコン指導員配置数
小学校に2名配置（2名兼務）
中学校に2名配置

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

次年度繰越額 0 0 0 0

うち交付金充当額 3,417 5,305 5,939 6,297

B．執行済額 4,271 6,632 7,424 7,872

A．計(b+d) 4,271 6,632 7,424 7,872

(d)前年度繰越額 － － － －

(c)増減額(b-a) ▲ 2,343 0 ▲ 318 217

(b)予算現額 4,271 6,632 7,424 7,872

(a)当初予算額 6,614 6,632 7,742 7,655

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（報酬）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

八重瀬町教育員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容

迅速に進むIT社会へのニーズに伴うべく、パソコン操作の能力向上を義務教育で強化するために、ITに特化した指導員を町内の小中学校に配
置する。

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-② 八重瀬町ﾊﾟｿｺﾝ指導強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

国際社会、情報社会に対応した
教育の推進

担当部課名



2名分

2名分

2名分
共済費（社保、雇
用保険料、労災

保険料）

2名分
共済費（社保、雇
用保険料、労災

保険料）

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

小学校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ指導員
415千円

共済費
836千円

中学校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ指導員
421千円

支出先の選定方法は妥当か。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○支出先については、面接選考採用し、支出については八
重瀬町規則に基づき支出しており妥当なものと考えている。
○予算規模についても、当初予算よりは増額になったが、適
正であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する出
勤簿等により確認、適正であった。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

八重瀬町
７，８７２千円

小学校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ指導員
3,521千円

賃金
7，036千円

中学校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ指導員
3,515千円

評価

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

点　検　項　目

○

7,872 7,872 6,297 1,575 0

今後の取り組み方針

引き続き指導員を配置し、H28年度より定期的にｱﾝｹｰﾄを実施し、教員、児童生徒の状況を把握し、効率的な支援体制を図る。また今後も引き続き検定等の受講
者を増やしながら､教員のICT活用力向上に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

実際に学校等に配置し支援等を行ったが、情報ﾘﾃﾗｼｰの向上が十分に図れ
なかった。支援される側（児童生徒）の状況を具体的に把握できなかった。

・児童生徒にアンケートを行い、情報ﾘﾃﾗｼｰの効率的な向上を図る必要があ
る。
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進
捗
状
況
説
明

学習支援員の効果を最大限に引き出すために、各学校における指導体制や少人数指導体制の工夫・改善を依頼した。学校規模にもよ
るが、個別対応学習や一斉指導において、1日の時間割の中に支援員を効果的に配置し、小学校においては980時間、中学校において
は1077時間の学習支援を行うことができた。　昨年度に比べ、八重瀬町内の小学校においては全国平均よりも3.9ポイント上昇している。
しかし、中学校においては、全国平均よりも11.0ポイント下回っている。これは、沖縄県全体の課題でもある。しかし、本地区の中学生の
学習へ向かう態度は、かなり改善されており、これまで、無回答率が全国の2倍近くあった数値が、全国平均以下まで改善することができ
た。これは、学習へ向かう意欲・関心・態度が改善されたことであり、教科を指導する先生をはじめ、学習支援員の粘り強い指導の成果
でもある。今後の指導の成果に期待したい。

実　績 8人配置
1,077時間

1,077時間

8人配置
980時間 980時間

各中学校：年間の授業及び補習時間：1，
077時間（年間平均値）

目　標 8人配置 1,077時間
1,077時

間

目標値
（　年度）

各小学校：年間の授業及び補習時間：980
時間（年間平均値）

目　標 8人配置
980時間 980時間

実　績

達
成
状
況
説
明

当初計画4月7日から3月24日までの契約で小学校へ10名と中学校6人の配分であったが、学校の実情に応じながら調整し、
小学校へ9名、中学校へ7名配置した。学級の状況に応じてﾃｨｰﾑ・ﾃｨｰﾁﾝｸﾞ方式授業や少人数学級（きめ細やかな対応）への
補助として配置することにより児童生徒へのきめ細やかな支援運営が行えた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目　標

実　績

目　標 8人配置
小学校10人
中学校6人

小学校10人
中学校6人

実　績 8人配置
　小学校10人
中学校6人

　小学校9人
中学校7人

予算の状況の説明
当初の4月より16名の配置であったが、年度初めで人員が確保できずに9月と3月に7，148千円の補正減額を行った。10
月には計画通りの学習支援員の配置ができたが、年度初めに、2名が都合上の退職をしたため、2，643千円の不用額と
なったが適正に予算執行を行った。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

学習支援員配置数
小学校10人
中学校6人

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 88.7%

次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 9,824 20,224 16,663

B．執行済額 12,280 25,280 20,830

A．計(b+d) 12,280 25,280 23,473

(d)前年度繰越額 － － －

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 7,148

(b)予算現額 12,280 25,280 23,473

(a)当初予算額 12,280 25,280 30,621

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（賃金）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

八重瀬町教育員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成25～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容

小・中学校に児童生徒の学力向上のために学習支援員を配置し、授業にあたる教師と連携を図りながら児童生徒の支援を行うことで学校及び
学級の運営を円滑に行い教育環境の充実を図る。

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-③ 八重瀬町学力向上支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（３）－ア

確かな学力を身につける教育の
推進

担当部課名



費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先については、面接選考採用し、支出については八
重瀬町規則に基づき支出しており妥当なものと考えている。
○予算規模については、当初予算よりは大幅な増額になっ
たが、計画は適正である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する出
勤簿等により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

八重瀬町
２０,８３０千円

学習支援員
8,805千円

賃金　16人
18,329千円

学習支援員
9,524千円

学習支援員
9名分

1,257千円

共済費
2,501千円

学習支援員
7名分

1,244千円

評価 点　検　項　目

小学校9人

小学校7人

小学校
共済費（社保、雇
用保険料、労災

保険料）

中学校
共済費（社保、雇
用保険料、労災

保険料）

20,830 20,830 16,663 4,167 0

今後の取り組み方針

教育体制を充実・強化し、児童生徒の積極性や学習意欲が向上し、基礎学力の向上が図られる。また早期から人材確保を促す。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

平成27年度においては、町内小中学校において週時程や教育課程の指導
のあり方の見直しが行われ、１教科を少人数学級に分けて指導することに
よって指導の効率化が図られ、その分けた学級へ学習支援員を配置するこ
とでさらに指導の効率を上げることができた。少人数学級の分け方としては、
等質学級、能力別学級等に分け、教科の単元によっては３学級分けて指導
を行っている。　また、週時程の工夫においては、放課後に補習を設定する
等、学力向上へ向けた取り組みが図られ、学習支援員の活動が活性化する
ことができた。

・きめ細かな指導体制をさらに強化し、学習意欲の向上や基礎学力の定着を
図り全国学力テストの更なる向上を図っていく必要がある。
・教員免許保有者の確保は毎年厳しいが、年度当初より人員が確保できるよ
う、学校関係者等との連携を取り情報を共有しながら、町HPや広報誌などで
も募集を随時呼びかける。八重瀬町人材バンクの活用などで人員確保にも
努める。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

特別授業の発表会参加目標である642人に対して他市町村より転入者がおり、82名増となった。地域で活躍する方を講師に招いて生徒
に直接指導することで、地域との方とも交流ができ生徒も喜んでいる。継続して毎年開催することにより八重瀬町の伝統芸能の継承を継
続的に図ることができる。

実　績

644人参加
参加生徒数

642人
724人参加

目　標

目標値
（　年度）

特別授業終了後の発表会参加生徒数：642
人

目　標 全生徒
参加生徒
数642人

６４２人

実　績

達
成
状
況
説
明

東風平中学校において、組踊りの演目が講師の都合上、中止なったため講師2人と棒術の講師3人と組踊の演奏に伴う当日
演奏の講師5名が昨年度より減ったために活動目標を下回った。三線、ｴｲｻｰなど八重瀬町内で活躍している方々を講師とし
て７月より１０月の発表会に向けて特別授業を行い、八重瀬の伝統芸能に直接ふれ、又は学びながら、発表会で披露してい
る。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

基準値
（　年度）

25年度 26年度 27年度

目　標

実　績

目　標 中へ配置 継続配置 30人 30人

実　績 配置済み 継続配置 28人 19人

予算の状況の説明
不用額が174千円発生している。組踊の講師との日程が合わずに取りやめた2人分の講師謝礼金であり、計画に沿って
執行しており、適正である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

中学校への講師招聘　30人

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 80.7%

次年度繰越額 0 0 0 0

うち交付金充当額 646 701 663 580

B．執行済額 808 877 829 726

A．計(b+d) 808 877 829 900

(d)前年度繰越額 － － － －

(c)増減額(b-a) ▲ 400 ▲ 23 ▲71 0

(b)予算現額 808 877 829 900

(a)当初予算額 1,208 900 900 900

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（謝礼金）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

八重瀬町教育員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容

中学校において、伝統芸能の特別授業を行い八重瀬町の伝統文化の継承を図るため、組踊、三線、エイサー等の講演会を開催する。

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-④ 八重瀬町伝統芸能文化の継承事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（１）－ア

地域を大切にし、誇りに思う健全
な青少年の育成

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先については、八重瀬町八重瀬町講師謝礼金支払
基準表に基づき支出しており妥当なものと考えている。
○予算規模については、減額となったが外部要因であり、ほ
ぼ適正であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

琉球舞踊講師4人
１６０千円

八重瀬町
７２６千円

太鼓講師2人
１０８千円

報償費
726千円

棒術講師3人
１０６千円

伝統工芸講師1人
５２千円

着付講師2人
６千円

三線講師5人
２９４千円

726 726 580 146 0

今後の取り組み方針

・継続し地元の講師とふれ合うことで、地域のつながりもでき、今後の若手育成につながるため、今後も継続していく。
・地元との連携以外にも外部（芸術大学）にも講師を派遣依頼できるような、ルートを模索し、確実に事業実施できるように取組を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

毎年実施できていた、組踊りについて講師との調整がつかず演目として披露
できずに終わった。またその他の講師も一般の会社員として勤務している場
合もあり、職場と調整などにも影響を及ぼしていて、外部環境の要因も一因
である。

・直接現役の講師から指導受ける効果は絶大で、この事業を継続し、又は若
手の講師等も模索しながら平行で現講師とも調整を行い、継続的に派遣が
できるように調整を行う。
・講師派遣依頼を行う等講師の確保が必要である



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－⑤ 八重瀬町国際交流人材育成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５-（４）－ア

国際社会、情報社会に対応した
教育の推進

担当部課名 　生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
　平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容

　教育・文化・歴史・産業などの視察研修や青少年団体との交流及びホームステイ等の活動を通して、国際的視野を広め、友情を深め、国際化
時代に対応しうる青少年の育成を図るため、青少年リーダーを海外に派遣する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 7,000 5,880 6,356 6,356

(b)予算現額 7,000 5,880 6,356 6,356

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0

(d)繰越額 － － － －

A．計(b+d) 7,000 5,880 6,356 6,356

B．執行済額 5,603 5,381 6,313 6,352

うち交付金充当額 3,944 3,888 5,050 5,081

次年度繰越額 0 0 0 0

執行率（％）(B/A) 80.0% 91.5% 99.3% 99.9%

予算の状況の説明 予定していた事業内容を実施することができ、順調に予算執行することができた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

　海外短期派遣生徒数　１２人

目　標 １２人 １２人 １２人 １２人

実　績 １２人 １２人 １２人 １２人

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

 　国際化時代に対応しうる青少年を育成するうえで、団員選考試験において選考されたされた青少年リーダー１２人をアメリ
カ合衆国ハワイ州へ派遣し、視察学習やホームステイ等を通して国際的視野を広め、友情を深めた。団員選考においては、
町ホームページ及び町内各中学校、私立中学校長を通じて募集を行い、作文試験・面接試験を実施し、団員を決定した。事
前研修で八重瀬町の紹介をパワーポイントで作成したものを英語で発表したり、郷土芸能の琉舞や空手を交流会において披
露した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目標値
（　年度）

現地での研修を体験することにより、国際
的視野を広めると共に、コミュニケーション
能力の向上と国際化意識の醸成、国際性
豊かな人材の育成。

目　標 派遣数12人 人材育成 人材育成

実　績 派遣数12人 人材育成 人材育成

事後報告書：英文・日本文での感想等を掲
載した冊子(１００冊) 目　標 報告書50冊 報告書50冊 報告書100冊

実　績 報告書50冊 報告書100冊 報告書100冊

進
捗
状
況
説
明

・現地での研修を体験することで、国際的視野が広がり、コミュニケーション能力が向上した。また、帰国後の報告会の中でも、国際学科
等への進学や将来英語を使った仕事に就きたい等、多くの参加者から意見を聞くことが出来た。
・事後研修会において、ハワイでの研修内容や交流会で発表した八重瀬町の紹介をパワーポイントで発表した。・学校でも特に英語にお
いて発言や質問の回数等も増え、意欲的に学習に取り組むようになったとの報告を受けた。以上のことから、成果目標である国際的視
野を広めると共に、コミュニケーション能力の向上と国際化意識の醸成、国際性豊かな人材の育成を達成することができた。



交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（ア）H27年度より、町立中学校が2学期制から3学期制へ移行したため、現地
実習の時期を10月から8月へ変更した。
（イ）時期が10月から8月へ変更となったため、ミドルスクール体験入学ができ
なかった。

（ア）沖縄県人会・東風平町人会・具志頭村人会との早めの調整を行いホー
ムステイ先を確保する。
（イ）ミドルスクールの受入れができなっかた場合、歴史・文化を体験・学習す
ることのできる視察研修等を行う。

1,271 720

今後の取り組み方針

（ア）夏休みを利用して、現地実習を行うのため、事業内容及び成果目標を達成できるよう、年度の初めには沖縄県人会・東風平町人会・具志頭村人会へホーム
ステイの受け入れやアロハパーティーへの参加等のと調整を行い、
（イ）現地も8月は学校が夏休みとなっているため、ミドルスクール体験ができないので、視察学習へ切り替え、視察研修の内容も充実させる。
・現地の情報や、世界情勢についても新聞やニュース等から情報収集し、安全に研修を行えるように努める。
・H28年度は沖縄県の事業（世界のうちなーんちゅ大会）計画もあるので、大会の情報収集を行い、現地を訪問する際には大会への参加を呼び掛け、沖縄とハワ
イの繋がりがより強固になるよう努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

7,072 6,352 5,081

受益者との負担関係は妥当であるか。

評価

○

八重瀬町 補　助　金

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

6,352千円 6,352千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○支出先については、国際化時代に対応しうる青少年の人材育成
を目的としている町内各種団体（八重瀬町青少年国際交流会）であ
り、妥当であると考えられる。
○不用額は、全体の１％未満であり、適正な規模であった。
○現地での食料費（食事・ｱﾛﾊﾊﾟｰﾃｨｰ等）や保険料について受益
者負担としているので妥当であると考えられる。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なものに
限定されており、適正であった。○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

　〔　旅費・印刷製本費・使用料等　〕

　〔　食料費・保険料・交流会費等　〕

八重瀬町青少年国際交流会

6,352千円

支出先の選定方法は妥当か。

点　検　項　目

受益者負担（交付対象外経費）

720千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－⑥ 八重瀬町少年少女人材育成交流事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５-（２）－ア

教育機会の拡充

担当部課名 　生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
　平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容

　風土、文化の違う他県の子どもたちと交流することにより、幅広い視野を育み、自然の中での体験活動や集団生活を通して、規律・協調・友愛・
奉仕等の精神を身につけ、心身ともに健やかな少年少女の健全育成を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 5,564 5,564

(b)予算現額 5,564 5,564

(c)増減額(b-a) 0 0

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 5,564 5,564

B．執行済額 5,139 5,497

うち交付金充当額 4,111 4,397

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 92.4% 98.8%

予算の状況の説明
予定していた事業内容を実施することができた。また不用額は2％以下であり順調に予算執行することができた。
不用額67千円は冬の交流事業の交流先が山梨県→山形県へ変更に伴う参加人数の減によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

生徒派遣者数　５８人
（高知：12人、山梨46人）

目　標
高知12人
山梨46人

実　績
高知12人
山梨０人

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・8月9日から8月11日まで、町内各小中学校長より推薦された児童生徒12名を高知県へ派遣し、現地の児童と交流を行った。
・12月25日から28日まで、町内各子ども会長より推薦された児童29名、町内各中学校長、青少協会長より推薦された生徒8名
を山形県へ派遣し、現地の児童と交流を行った。事前研修で練習した八重瀬町の紹介をパワーポイントで作成したものを発
表したり、郷土文化の空手を交流会において披露した。交流事業を通して、沖縄にはない他県の歴史や文化、風俗、習慣等
を学ぶことで幅広い視野を育み、規律・協調・友愛・奉仕等の精神を身につけることができた。

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

生徒派遣者数　５８人
（高知：12人、山梨46人）

目　標
高知12人
山梨46人

実　績
高知12人
山梨37人

事後報告会を開催し、報告書を１００冊作
成する。

目　標 報告書作成

目　標

実　績 報告書作成

実　績

進
捗
状
況
説
明

　成果目標である①生徒派遣者数　高知へ12人を派遣することができた。②生徒派遣者数は交流地の変更（山梨県→山形県)等の理由
により37人の派遣にとどまり成果目標を達成できなかった。
　H26年度まで交流していた山梨県身延町が教育委員会の組織改編等で、H27年度から交流の受け入れが難しいとのことなので、新し
い冬の交流先を探す必要があった。冬の体験（雪、スキー等）ができ、児童生徒と交流の出来る新しい交流先として、山形県米沢市が候
補に挙がり、市の担当者と調整を行い、H27年度から交流先が山梨県から山形県へ変更となり、山形県へ児童生徒37人を派遣した。
　他県の子供たちと交流することで、町代表としての自覚が芽生え、コミュニケーションも積極的に行うなど、成長がみられた。
　沖縄にはない他県の歴史や文化、風俗、習慣等を学ぶことで幅広い視野を育むことができ、今後の学校生活、進路・就職選択におい
ても交流事業の経験がいかされ、選択肢が広がることとなり成果が得られた。
　団体行動を行うことにより、5分前行動や、自己管理の大切さを身をもって体験することができ、規律・協調・友愛・奉仕等の精神を身に
つけることができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況



　〔　食料費・消耗品費・交流会費等　〕

6,727 5,497 4,397 1,100

高知交流事業
H28年度は受け入れであり、沖縄（八重瀬町）の情報を他県へ発信するいい機会であるので、事前研修に力を入れ、沖縄（八重瀬町）の情報を発信することによ
り、交流を深めることで幅広い視野を育み、町民の資質向上と町の活性化を図る人材を育てていく。

山形交流事業
今後も継続して交流できるよう受け入れ先との連絡・調整を密に行う必要がある。
Ｈ28年度も特に事前研修に力を入れ、町代表としての自覚及び集団生活でのルール等の確認を徹底し、交流を深めることで幅広い視野を育み、町民の資質向上
と町の活性化を図る人材を育てていく。

今後の取り組み方針

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

山梨交流事業
H27年度から交流の受け入れが難しいとのことなので、新しい冬の交流先を
探す必要がある。

冬の体験（雪、スキー等）ができ、児童生徒と交流の出来る新しい交流先とし
て、山形県米沢市が候補に挙がり、市の担当者と調整を行い、H27年度から
交流先が山梨県から山形県へ変更になった。

山梨交流事業
冬の交流事業、新しい交流先が山形県米沢市と調整を行い、受け入れの了
承が得られたのでH27年度から交流先が山梨県から山形県へ変更になっ
た。

早い段階での市の担当者との調整を行い、互いに意義のある交流にするた
め、交流・研修内容の充実を図る。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,230

5,497千円 5,497千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

　　〔　旅費・印刷製本費等　〕

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町 補　助　金 八重瀬町交流会

支出先の選定方法は妥当か。
○支出先については、心身ともに健やかな少年少女の人材育
成を目的としている町内各種団体（八重瀬町交流会）であり、妥
当であると考えられる。
○不用額は、全体の1．２％であり、適正な規模であった。
○食料費・消耗品費・交流会費等について受益者負担としてい
るので妥当であると考えられる。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なもの
に限定されており、適正であった。

5,497千円

受益者負担（交付対象外経費）

1,230千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

土曜講座
東風平地区120人　具志頭地区40人

目　標
東風平120人
具志頭40人

東風平205人
具志頭134人

長期休業中
東風平地区120人　具志頭地区40人

目　標
東風平120人
具志頭40人

東風平120人
具志頭40人

実　績

目標値
（　年度）

実　績
東風平447人
具志頭420人

東風平718人
具志頭259人

実　績

基準値
（　年度）

26年度 27年度 28年度

０回

長期休業中講座　20日間

目　標 20日間 20日間

実　績
夏期講座5日
秋期講座5日

夏期講座5日

実　績
平成26年8月～平成

27年2月
H27.8月～H28.3月

予算の状況の説明 不用額が27千円発生しているが、入札残によるものであり、適正に執行済みである。

H27活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

執行率（％）(B/A) 93.5% 99.8%

次年度繰越額 0 0

うち交付金充当額 11,200 11,955

B．執行済額 14,000 14,944

A．計(b+d) 14,970 14,970

(d)繰越額 － －

14,970

(c)増減額(b-a) 0 0

30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 14,970 14,970

(b)予算現額 14,970

事業内容
県教育委員会の学力向上の主要施策「にぬふぁ星プランⅢ」のもと推進されてきたが、未だ全国学力・学習状況調査では全国と大きな差があ
る。そこで教育員会は学力向上の下支えとなる中学生の補習中心に本事業を行い学力向上を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度

第3章-5-(3)-ｱ

確かな学力を身につける教育の
推進

担当部課名 教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成26～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３

目　標
平成26年8月～
平成27年2月

H27.6月～
H27.2月

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑦ 切磋琢磨学力パワーアップ事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

達
成
状
況
説
明

土曜講座では、10:00～12：00（具志頭地区）、13：30～15：30（東風平地区）に各中学校で合計31回行われた。長期休業中講
座は3学期制になったため秋期講座が実施できなくなり、夏期講座10：00～12：00（具志頭地区）13：30～15：30（東風平地区）
の5日間開催された。定期テスト前対策では、中間テスト対策・期末テスト対策・学年末テスト対策の三回で合計15日間開催さ
れた。

H27成果目標（指標）

活動目標
（指標）

及び達成状況

定期テスト前対策　2週間前　4回

目　標 4回 4回

土曜講座
（平成27年6月～平成28年2月末まで）

4回
東風平120人
具志頭40人

東風平120人
具志頭40人

0回
東風平0人
具志頭0人

中間テスト5回
期末テスト5回

受験対策プレテスト5回

東風平120人
具志頭40人

東風平226人
具志頭77人

進
捗
状
況
説
明

　本事業開始が８月となってしまったが、本事業が2年目ということもあり学校現場と連携した取り組みが展開できた。受講者数では、東
風平地区の延べ人数が増となり、具志頭地区では減少したが目標を上回る受講者数になった。定期テスト・実力テストの結果としては、
東風平地区が１学年3.94ポイントUP、2学年20.12ポイントUP、3学年13.14ポイントUP（5教科平均）した。　具志頭校区は、１学年2.7ポイン
トUP、2学年9.32ポイントUP、3学年15.44ポイントUP（5教科平均）した。また、本年度より三学期制導入により秋期講座が不可能となり、こ
の分を３年生の受験対策講座として位置づけ、東風平中、具志頭中にて４回の県内統一プレテストを実施した。入試対策講座について
はプレテストはもとより、面接指導等（各１回）おこなった。受験結果に於いては受験対策講座の受講生全員合格である。

・定期テスト前対策
東風平地区120人　具志頭地区40人
・入試対策講座３年生対象
東風平地区25人　具志頭地区12人

目　標

成果目標
（指標）

及び進捗状況

実　績
東風平248人
具志頭190人



総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

取
組
の
検
証

今後の取り組み方針

○個別指導を中心に自己肯定感を高めながら基礎的・基本的な事項の定着を図り、学習意欲を向上させる。
○全国学力学習状況調査において全教科(国・数・理）全国平均を10ポイント下回っているので、その差を解消する。
○学校と連携し、全国学力学習状況調査及び県到達度調査の正答率30パーセント以下の生徒への働きかけを強化する。
○事業開始時期を６～７月に位置付け、早期の取り組み開始を図り、基礎・基本の定着や、生徒の学習意欲を高める。

市町村
負担金

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○本年度で２年目となり、教職員からの信頼も高くなり、様々なニーズがよせ
られた。これからも現場の教諭と連携し質の高い指導を行っていきたい。

○課題としては、具志頭中学校の土曜講座が午前中実施であったため部活
動との関わりで、募集人員が昨年度を下回った。

○学校から生徒への働きかけが徹底できなかった。

○全国学力状況調査正答率30パーセント以下の生徒への働きかけを強化す
る。

○各学校が平日に補習タイムの導入を検討している。この、補習タイムに本
事業を投入すると、更に効果の高い指導が可能である。

○本事業の周知活動の強化、学校への説明会や広報誌への掲載依頼を行
う必要がある。

14,944 14,944 11,955 2,989 0

14,944千円

○

八重瀬町 委託料 一般社団法人教育振興会

14,944千円

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

評価 点　検　項　目

14,944千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○委託業者は一般競争入札（プロポーザル）で選定してお
り、妥当であったと考えている。
○不用額は全体の1％以内であり適正な規模であった。
○費目、使途については、精算段階で検査を実施しており、
目的に即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

学習支援員として講師派遣

土曜講座・長期休業中講座・

学習支援員として講師派遣

土曜講座・長期休業中講座・

学習支援員として講師派遣

土曜講座・長期休業中講座・

定期テスト前対策講座 開講



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

単位子ども会ごとに4名づつの募集をかけ渡嘉敷リーダー研修を実施した。少年野球の大会と重なり、大きく参加人数が減ってしまった。
しかし、理事会において、「今回（夏）に参加できなっかた子ども達を対象に冬にもう一度研修を実施できなか。」などの積極的な意見もあ
がり、子ども達だけでなく育成者（保護者）の人材育成に係る機運も高まっている事が伺えた。　参加人数こそ少なかったものの、参加者
1人1人に気が配れ、安全安心な研修が行えた。27年度に子ども会として研修に参加していた小学生が地域に戻った後に子ども会の中
でリーダーとして活動したり、中学生になった参加者が町ジュニアリーダークラブに加入するなど人材育成に寄与した。

実　績

人材育に
寄与した

人材育に
寄与した

目　標

目標値
（　年度）

研修を通し、親元を離れ自立を促し、これ
からの沖縄を牽引する人材育成に寄与す

る。

目　標
人材育に
寄与する

人材育に
寄与する

実　績

達
成
状
況
説
明

9月12日～9月13日に渡嘉敷リーダー研修を開催し114人の子どもたちが、海洋研修・平和学習などを行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目　標

実　績

目　標 1回 1回

実　績 1回 1回

予算の状況の説明
当初7月に実施予定をしていたが予約が取れず、時期を9月へ変更した。少年野球大会とのブッキングがあったが、これ
以上、後へずらした場合海洋研修が実施不可になるため、やむなく実施し当初見込んでいた160人の子どもの参加が
114名となってしまい、408,000円の不用額が発生した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

渡嘉敷リーダー研修　1回実施

執行率（％）(B/A) 88.9% 55.2%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 459 402

B．執行済額 792 503

A．計(b+d) 891 911

(d)繰越額 － －

(c)増減額(b-a) 0 0

(b)予算現額 891 911

(a)当初予算額 891 911

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成26～平成33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3

事業内容

風土、文化の異なる、多文化圏での活動を通し、幅広い視野を育み、自然の中での体験活動や集団生活により規律・協調・友愛・奉仕等の精神
を養い、心身ともにすこやかな少年少女の健全育成を図る。

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑧ 渡嘉敷リーダー研修事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-5-（2）-ア

教育機会の拡充

担当部課名



〔 〕

八重瀬町
503千円

補助金
503千円

八重瀬町
子ども会

育成連絡協議会
503千円

渡嘉敷への旅費
貸切バス代

○子どもの人材育成を目的としており、補助先が八重瀬町
子ども会育成連絡協議会なのは妥当である。
○参加人数減のため不用額が出たてしまった。参加人数に
応じた予算規模の検討、目標人数達成に努める。
○子ども会理事会にて、参加費を決定しており、食料費の約
半額を徴収しており妥当な金額である。
○費目・使途は、精算段階で検査を実施しており、目的に即
し、必要なものであったと判断した。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

655 503 402 101 152

今後の取り組み方針

対象学年の5年生から4年生への引き下げ行った旨の周知を理事会にて徹底する。魅力的なメニューづくりに努めるとともに、他部局、他団体との調整を図り、イ
ベントや大会とのブッキングを防ぎ、より多くの子どもたちが参加出来るようにし、目標達成に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

参加対象学年を小学校5年生から小学校4年生に引き下げ、参加者の募集
に努めたが、子ども会の会員減少、部活動・習い事などで子どもたちが多忙
になっており、子ども会活動の優先順位が下がっているため参加者の減少
が見られ、参加者集めに課題が残る。

昨年度より、他部局・他団体との日程調整を行い、渡嘉敷リーダー研修の日
程を他行事と重ならないよう注意をしてきた。しかし、急な部活動の試合や学
校行事などがあるため、28年度は事前に学校向けに確認・周知をし、部活動
などとの調整をより密に行い、参加者の募集に努める。

食糧費等（交付対象外経費）
152千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

クラス増分の教室及び追加分の教室にも設置ができた。それにより、小中学校全ての普通教室には100％設置を維持することができた。

実　績 PC6台

電子黒板13台
PC13台

生徒発表用PC　各校1台設置　（計6台）

目　標 PC6台

目標値
（　年度）

電子黒板及び黒板用PC設置　（11台）

目　標
電子黒板

11台
PC11台

実　績

達
成
状
況
説
明

当初の事業計画では電子黒板及びPCは11台づつで生徒発表用PCは6台を予定していたが、クラス増があり、電子黒板及び
PCが2台づつ増となり目標以上に設置できた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

生徒発表用PCの各校への設置

目　標 6台

実　績 6台

目　標 11台

実　績 13台

予算の状況の説明
当初の予定台数に追加があったため、3月補正で予算1609千円を増加した。また、不用額348千円については入札残で
ある。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

未設置教室への電子黒板及びPC設置

執行率（％）(B/A) 97.5% 97.0%

次年度繰越額 0 0

うち交付金充当額 74,640 8,968

B．執行済額 93,301 11,210

A．計(b+d) 95,713 11,558

(d)繰越額 － －

(c)増減額(b-a) 0 1,609

(b)予算現額 95,713 11,558

(a)当初予算額 95,713 9,949

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　26年度 　27年度 　28年度 　29年度 30年度

予
算
の
状
況

教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成26～27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3

事業内容
　H26年度に小中学校へ電子黒板を配置したが、クラス増分、特別教室に設置するＰＣ11台及び電子黒板を設置する。また各校に童生徒発表用
1台を追加する。ICT活用状況のレベルアップを図りさらなる学力向上を目指す。

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑨ ICT教育強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-5-（2）-（ア）

教育機会の拡充

担当部課名



○事業者は指名競争入札で選定しており、妥当であったと考
えている。
○不用額は全体の5％以内であり適正な規模であった。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

11,210 11,210 8,968 2,242 0

今後の取り組み方針

H28年度には全ての小中学校へデジタル教科書が導入されるので、デジタル教材と電子黒板を上手く活用出来るよう研修会等を行っていきたい。また、利用率向
上を図るためタブレット端末の導入や無線LAN等のICT環境を充実を目指したい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　町内小中学校のクラス増分の普通教室に電子黒板及びPCを設置する事
ができた。しかし、タブレット端末や無線LAN環境が未整備である。また、各
学校によって利用率に差がある。

　タブレット端末や無線LAN等のICT環境が充実する事により、デジタル教科
書やデジタル教材がより効果的に活用できるため、ICT環境の整備を図りた
い。利用率については引き続き研修会を設けて向上を図る。

八重瀬町

11,210千円

備品購入費

11,210千円

有限会社 オフィスパート
ナー

9,601千円

株式会社 オキジム

1,609千円

電子黒板 2台

PC 2台

八重瀬町

11,210千円

備品購入費

11,210千円

有限会社 オフィスパート
ナー

9,601千円

株式会社 オキジム

1,609千円

電子黒板 2台

PC 2台

八重瀬町

11,210千円

備品購入費

11,210千円

有限会社 オフィスパート
ナー

9,601千円

株式会社 オキジム

1,609千円

電子黒板 11台

PC 17台

電子黒板 2台

PC 2台

八重瀬町

11,210千円

備品購入費

11,210千円

有限会社 オフィスパート
ナー

9,601千円

株式会社 オキジム

1,609千円

電子黒板 2台

PC 2台



( ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑩ 八重瀬町特別支援員配置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

国際社会、情報社会に対応した
教育の推進

担当部課名 八重瀬町教育員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成27～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３

事業内容

小学校において心身に障害を持つ児童生徒に対し、適切な支援並びに発達障害（ＡＤＨＤ等）のための個別支援の必要な児童生徒への支援を
行うため、各小中学校に特別支援員を配置し支援体制の充実を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（賃金）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 24,087

(b)予算現額 22,443

(c)増減額(b-a) ▲ 1,644

(d)前年度繰越額 －

A．計(b+d) 22,443

B．執行済額 15,903

うち交付金充当額 12,722

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 70.9%

予算の状況の説明
当初計画では20名の配置で予算を組んだが、人員が集まらず補正で1，644千円を減額し、さらに年度いっぱいも計画通
り人員が確保できずに6，540千円の不用額となった。通年をとおして募集を行ったが、最終的には18名しか採用できず
に上記の執行率となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

町内の公立小中学校へ配置
小学校18人
中学校2人
合計20名の支援員を配置

目　標
小学校18人
中学校2人

実　績
小学校16人
中学校2人

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

特別支援員を4小学校へ16名、2中へ2名配置。当初計画していた20名から最終的には18名の配置となった。年度初めからの
配置予定であったが人材が確保することができなかった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

支援員を確実に配置し、日常生活の介助、
学習活動上の支援を行うとともに、学校及
び学級運営のｻﾎﾟｰﾄ体制を強化し学習環
境の構築する

目　標 支援、強化、構築

実　績 支援、強化、構築

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

当初の計画では20名の予定であったが、最終的には特別支援員を18名しか配置できなかった。しかし、配置した学校からは、日常生活
の介助、学習支援活動上の支援、学級運営の強化、さらに学習環境の構築ができ、基礎学力や学校生活の安全の向上につながり、児
童生徒の授業に対する意欲も向上したとの現場からの意見が多数寄せられた。このことから学習環境の向上につながったと判断してい
る。



中学校2校2人

小学校
共済費（社保、
雇用保険料、
労災保険料

中学校
共済費（社保、
雇用保険料、
労災保険料

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・特別支援教育を必要とする児童生徒は年々増加傾向にあり、担任だけで
は支援が難しい、安全確保や見守りが必要とする児童生徒への支援が必要
である。
・配置人数のは達成ができなかった。特別支援員のを配置するために、人材
の確保に苦慮している。

・学校に特別支援ﾍﾙﾊﾟｰを配置し、安全に学校生活を送る環境を整えること
ができる。
・特別支援員の確保を年度初めから行えるように、各機関と連携し確保に努
める。

今後の取り組み方針

・特別教育体制を強化しするために、学習支援員等との研修会などを開催し各学校での問題点や支援のあり方の情報共有を委員会と行い八重瀬町全体での学
力向上へ繋げる。
・人材の確保を行うために、早期の募集を行いながら、各教育関係（教育事務所・大学・専門学校）への派遣依頼や情報の共有を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

3,181 015,903 15,903 12,722

特別支援員
12,287千円

八重瀬町
１５，９０３千円

賃金　18人
13,984千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

－

小学校4校16
人

○

支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先については、面接選考採用し、支出については八
重瀬町規則に基づき支出しており妥当なものと考えている。
○予算規模については、当初予算よりは大幅な減額になっ
たが、計画は適正である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する出
勤簿等により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

共済費
1,919千円

特別支援員
16名分
1,692千円

特別支援員
1,697千円

特別支援員
2名分
227千円

受益者との負担関係は妥当であるか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

やえせ桜まつりを運営するために実行委員会への補助を行った。補助は企画に対する経費等に充てたが、やえせ桜まつりを含めこいの
ぼりあしび・青年エイサー祭りも、天候にも恵まれ、まつりの来場者数は目測カウント等の推定値で目標を達成したので八重瀬町のＰＲ
事業として効果があったと考える。
こいのぼりあしび実行委員会への補助
八重瀬町青年エイサーまつり実行委員会への補助

3,000 3,000

2,500

10,000

目標値
（　年度）

・やえせ桜まつり来場者数　5,000人
5,000 5,000

3,000 6,000 5,000

開催支援 開催支援

達
成
状
況
説
明

　2月の第一日曜日に八重瀬公園で実施したやえせ桜まつりは八重瀬公園の桜を沖縄南部桜の名所として広くPRし地域活性化に寄与した。今年度は新たな取り組
み支援として南部農林高校生との協働による桜の接ぎ木やイルミネーションを行い、シーちゃんコラボなどを絡めながら地域内外へのＰＲを行った。
　こいのぼりあしびは、地域団体の協力を得て平成２７年５月３日（日）に開催され、地域との親交を深めるとともに、親子を対象とした行事として町内外へ広くPRでき
た。新しい取り組みである町魚トビウオのぼりの掲揚や鮮魚の振る舞い、お買いもの商品券は町の漁業促進・地域振興に寄与する内容となった。
　八重瀬町青年エイサーまつりは平成２７年１０月１１日（日）に開催をし、町内の5団体の地域エイサー団体と八重瀬町商工会・八重瀬町青年連合会が実行委員会
を形成し、青年エイサー及び民俗芸能のＰＲと八重瀬町に対する想いの醸成を促すとともに若い世代による八重瀬町発信の事業となった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

開催支援

開催実施 開催支援

青年エイサーまつり開催支援
開催支援 開催支援

やえせ桜まつり開催支援
開催支援 開催支援 開催支援 開催支援

開催実施 開催実施 開催実施 開催支援

目　標

予算の状況の説明
[こいのぼりあしび実行委員会」からＰＲ、集客強化のための取組の追加提案があり、3,135千円を流用により増額した。
不用額の2,437千円については、実績を精算した際の余剰金分である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１-（1）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

予
算
の
状
況

A．計(b+d)

B．執行済額

うち交付金充当額

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-① 八重瀬町イベント事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（2）－イ

市場特性に対応した誘客活動の
展開

担当部課名 　企画財政課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度

事業内容

観光客誘客を図るため、町特有の地域資源を活用したイベントを行い、国内外へ情報を発信することで観光地の集客を図り、地域特産物等の
PR等を実施する。

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

(a)当初予算額 3,325 17,825 4,319 5,616

(b)予算現額 3,325 17,913 5,235 6,314

(c)増減額(b-a) 0 88 916 3,135

(d)繰越額 － － － －

3,325 17,913 5,235 8,751

2,995 17,913 5,235 6,314

1,281 12,968 4,211 5,051

次年度繰越額 0 0 0 0

執行率（％）(B/A) 90.1% 100.0% 100% 72.2%

目　標

実　績

目　標

目　標

実　績

実　績

5,000

こいのぼりあしび開催支援

実　績

目　標 2,500

開催支援

実　績
・こいのぼりあしび来場者数　2,500人

・青年エイサー祭り来場者数　10,000人
目　標

実　績 10,000



八重瀬町青年まつり
企画運営費・広告宣伝費・会場設営費

企画運営費・広告宣伝費・会場設営費

イベント費等

交付対象外経費
1,149千円

交付対象外経費
1,289千円

こいのぼりあしび

やえせ桜まつり

八重瀬町青年エイサー
まつり実行委員会 300千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○支出の選定先は、地域における協働のイベント等に関係
している経験・知識をがある方で構成し、また地域団体関係
者の委員会でもあるため、妥当である。
○予算規模については、見積書等を勘案しより安価で効果
的な予算使途に限定しているため適正である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について精査し執行しており適正である。○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

点　検　項　目

交付対象
外経費

8,752 6,314 5,051 1,263 2,438

イベント費・交通防犯対策費

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　イベントを開催運営するにあたり安心安全な運営体制を関係団体と創り上
げることを念頭に、主旨目的に沿って八重瀬町に資するようなイベントとして
運営を構築する。また、地域内外に対して魅力あるイベントとするために、誘
客につながるような独創的な企画を創り上げ運営管理を行う。

　来場者が安心してまつりに来場できるようにわかりやすい臨時駐車場(役
場)とシャトルバスの効率的な配車を行い、イベントの主旨目的がターゲットと
なる地域内外の方々へ魅力が伝わるように多様な情報発信の方法を実践
し、誘客につなげるようにする。具体的には多言語対応の条件整備や来場者
が訪れやすい交通アクセスの案内や看板等の整備を行う。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

補助金
6,314千円

やえせ桜まつり
実行委員会 3,391千円

こいのぼりあしび
実行委員会 2,623千円

評価

設営費イベント費・交通防犯対策費等

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○

今後の取り組み方針

○観光客向けのイベントとして、エイサー体験、民俗芸能体験、八重瀬まち歩き等参加型の八重瀬体験プログラムも開発し商品化の検討

○地域活性化を促すように地域全体で受け入れる仕組み創りの構築

○県内旅行社やホテル等と連携して誘客を行うためにツアー商品化の検討
○外国人観光客を考慮した案内板、観光パンフレットの作成及び観光ガイドの育成の検討
○町内及び町外を対象とする親子向けのイベント・体験コーナーを検討
○町特産品を使用した飲食テナント等の増加による特産品の認知度向上

交付金
充当額

市町村
負担金

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

八重瀬町



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2－② 八重瀬町観光地美化作業事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章‐3‐（2）‐ウ

観光客受入体制の整備

担当部課名
社会体育課
土木建設課
区画整理課

事業実施
（予定）年度

平成24年～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ‐1‐（1）

事業内容 観光地としての魅力向上を図るため、観光客が訪れる観光地や施設及び観光地へのアクセス道路等の美化清掃を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 25年度（繰越） 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 24,959 47,842 - 53,896 54,624

(b)予算現額 24,959 47,842 - 53,896 56,000

(c)増減額(b-a) 0 0 - 0 1,376

(d)繰越額 - - 7,829 - -

A．計(b+d) 24,959 47,842 7,829 53,896 56,000

B．執行済額 21,474 40,013 7,829 52,216 52,402

うち交付金充当額 17,179 32,010 6,263 41,772 41,921

次年度繰越額 0 7,829 - 0 0

執行率（％）(B/A) 86.0% 83.6% 100.0% 96.9% 93.6%

予算の状況の説明
増減額（c）1,376千円については、廃棄物処理料（1,584千円）の増額と、作業員賃金（208千円）の減額によるものであ
る。また、不用額3,598千円については賃金作業員の減員及び作業日数の減により2,580千円、また備品購入における入
札残269千円、その他749千円については消耗品費、燃料費、廃棄物処分費よるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

観光地や施設及びアクセス道路の美化作
業を行う。

目　標 2箇所 2箇所 美化作業の実施 美化作業の実施

実　績 2箇所 2箇所 美化作業の実施 美真作業の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

観光施設及びアクセス道路の美化作業を、優先順位や必要性の高い場所等を検討及び調整しながら定期的に行えたことに
より、安心安全な観光客の受入れ態勢を整えることができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目標値
（　年度）

・観光地　：　8箇所

目　標 2箇所 8箇所 8箇所

実　績 2箇所 8箇所 8箇所

・アクセス道路　：　40路線

目　標 40 40路線

実　績 40 40路線

進
捗
状
況
説
明

観光施設：東風平運動公園、八重瀬公園、西部プラザ公園、他5施設。アクセス道路：西部線、北部線、ビーチ進入路、他37路線におい
て継続的な美化作業を実施したことで安心安全で沖縄らしい景観を年間を通して保つことができたことにより、観光客の受入れ体制を整
えることができた。



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

.○委託業者は地方自治法167条2第1項3号の規定により選考を行い、ま
た直接雇用の作業員については町の雇用促進の観点から公募、面接を
行い採用しており妥当であると考える。
○予算規模については、見積書等を勘案し、より予算規模にあった内容
か精査しているため、適正な予算規模であると考える。
○費目、使途については事業目的達成の観点から必要なものなのか等
について支出等に関する書類において確認をし適正であると考える。○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

屋我商会
351千円

美化作業用機械
（自走式芝刈機）
（肩掛式草刈機）

（チェンソー）

評価 点　検　項　目

○ 支出先の選定方法は妥当か。

備品購入費

1,381千円

琉球ダイハツ
1,030千円

美化作業用車両
(軽トラック）

修繕費
351千円

作業用機械修繕

(草刈機・チェンソー他）

役務費

2,798千円

役務費
2,798千円

（株）グリーンエイト

（廃棄物処分費）

（草木処分費）

委託費

6,501千円

八重瀬町
シルバー人材センター

6,501千円

美化清掃業務委託

（除草作業・トイレ清掃）

需用費

2,751千円

消耗品費
1,077千円

（草刈刃・軍手・ゴミ袋他）

賃金

34,296千円

美化作業員賃金
（18名分）

共済費

4,675千円

美化作業員共済費
(社会保険料）

（18名分）

52,402

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・夏季にかけて雑草等の繁栄が早いことから除草作業が追いつかない。

・機械や消耗品の劣化や消耗が著しく修理等の経費が負担となっている。

・作業自体が重労働である為、作業員の体調、安全管理等が必要である。

・作業員及び施設利用者、交通車両の安全確保が更に必要である。

・年間を通して人員の割振りを行い雑草の繁栄時には作業員の増員を検討
する。
・作業機械を除草剤を活用し作業の効率化を図る。

・機械及び消耗品の日常のメンテナンス等の指導を行い経費縮減を図る。

・適度な休憩時間を設け、作業員同士のコミュニケーションを図り互いの体調
管理を行う。必要に応じて防護面、ゴーグルの着用を徹底する。
・安全管理用備品（表示板・カラーコーン）を充実させ、施設利用者、作業員
の安全確保を行う。

今後の取り組み方針

今後も継続的な美化作業を実施していくなかで、作業員への作業手順の指導や作業機械等の活用を行い、これまで以上の作業の効率化を図る。また作業中の
安全対策の徹底や作業員の体調管理、また作業機械のメンテナンスを徹底し維持管理費の縮減に努める。また、除草のみにとらわれず、緑化（草花）等も検討し
て観光地としての質の向上を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

八重瀬町

52,402千円

52,402 41,921 10,481 0

燃料費
1,322千円

（作業用機械）

（作業用車両）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

土留め壁を設置したことにより、土の流失が軽減されており、また景観の向上にも繋がっている。
管理用園路及び散水設備を設けたことにより、さくらへの散水がし易くなり育成管理が行い易くなっいる。
また、適期、枝打ちや施肥も行えたことで一定の育成保全を行うことができた。

実　績

施肥作業や枯木伐
採を行った

桜の育成保全を
行った

桜の育成保全を
行った

目　標

目標値
（　年度）

八重瀬公園内傾斜地に生息しているさくら
の根本土の流出保護の為、土留め壁工事
を行う。またそれと並行して全体の施肥・枝
打ち等の育成保全を進める。

目　標
桜の育成管

理を行う
桜の育成保

全を行う

桜の育成
保全を行

う

実　績

達
成
状
況
説
明

土留め縁石232M、植栽66本、管理用園路舗装133㎡、散水設備の設置を行うことで、さくらの育成保全の強化となり、
景観の向上にも繋がった。　また管理用の園路を整備したことで、利用者の利便性の向上にもなり当初の目標とおりに
整備を進めることが出来た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目　標

実　績

目　標
桜の育成管理を

行う
桜の育成保全

を行う
桜の育成保全

を行う

実　績
桜の育成管理を行っ

た
桜の育成保全を

行った
桜の育成保全を行っ

た

予算の状況の説明 管理用園路の整備と植栽箇所変更により当初予算より2,001千円の補正増額を行った。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

八重瀬公園内一円のさくらの育成保全を行
う。

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 99.8%

次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 2,176 12,397 13,576

B．執行済額 2,721 15,496 16,970

A．計(b+d) 2,722 15,500 17,001

(d)繰越額 － － －

(c)増減額(b-a) 0 10,000 2,001

(b)予算現額 2,722 15,500 17,001

(a)当初予算額 2,722 5,500 15,000

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

区画整理課
事業実施

（予定）年度
平成25～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
八重瀬公園を主として、町内各施設のさくらの整備、重点的な維持管理を行い、南部のさくらの名所としてアピールすることで地域の知名度向上
と観光地としての魅力向上をはかる。

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-③ 八重瀬さくらのまち整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○工事は指名競争入札により執行し、また随意契約につい
ても町財務規則に基づき執行しており妥当である。
○予算規模については事業費を増額し、事業の進捗を図っ
た。予算については、ほぼ100％執行できており適正なもの
だったと考える。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し、必要なものだったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町 曙開発

198千円
（施肥・支柱等）

消耗品費
（樹木管理園路工事）

16,970千円 972千円

工事請負費
（樹木保護及び植栽工事）

16,772千円

15,800千円

16,970 16,970 13,576 3,394

曙開発

0

今後の取り組み方針

樹木不足、枯損箇所への植栽や、育成管理（剪定、施肥、散水）を継続して行う。また、専門知識を持った造園業者等へ年間を通しての管理委託等も合わせて検
討し、さくらの育成保全に取組み、さくら祭り会場としての質の向上を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・これまで十分な散水が行えていなかったが、27年度に散水設備を整備した
ことで、これまで以上の育成管理ができるようになった。

・立枯れや、台風等による倒木により植栽間隔がまばらな部分がある為、美
観に欠ける部分がある。

・定期的な除草や害虫対策等、専門的な育成管理が行えていない部分があ
る。

・現状の樹木の不足箇所を再度確認して、植栽箇所の選定を行う必要があ
る。

・造園業者等の外部専門業者への年間を通しての委託等を検討する。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ） （ ) （ ）

( ) ( ) ( ） （ ) （ ）

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－④ 玻名城の郷整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 土木建設課
事業実施

（予定）年度
平成24～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
玻名城の浜を整備することにより、観光施設の充実を図り、町のイベントや浜で自然体験等を行うことにより観光振興につなげるた
め、遊歩道整備工事及び遊歩道用地取得を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 52,940 209,443 53,805 16,000

(b)予算現額 52,940 209,443 35,008 23,400

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 18,797 7,400

(d)繰越額 － － － －

A．計(b+d) 52,940 209,443 35,008 23,400

B．執行済額 52,681 177,159 35,008 23,393

うち交付金充当額 42,144 141,727 26,426 18,714

次年度繰越額 0 0 0 0

執行率（％）(B/A) 99.5% 84.6% 100% 99.97%

予算の状況の説明
・実施設計に伴い、海岸へ降りる際に現状ある遊歩道の位置と海岸までの間に落差があるため、そこを解消するために
階段の造設が必要となった。そのため、用地面積確定による用地費の増額と合わせ、10月変更で6,200千円を増額補正
をした。また、その後ベンチの設置を追加することになったため、1,200千円を流用により増額した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

遊歩道の整備

目　標 整備 整備

実　績 整備 整備

目　標 確定測量 24筆 取得 1,196㎡

実　績 用地の確定 22筆 取得 1,078㎡

達
成
状
況
説
明

既設遊歩道及び海岸線へ降りることができる玻名城海岸への遊歩道の整備。また、遊歩道を整備するにあたっての用地取
得4筆（1,078㎡）の完了。しかし、目標として用地取得に（６筆）を予定していたが、用地取得をする上で、地主との交渉に時間
を要したため、今年度は4筆しか達成ができていない。次年度に向けて引き続き事業達成をするため継続し、進めていく必要
がある。

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

用地取得（1,196㎡）

目標値

遊歩道の整備進捗率　80％　L=420m
　　　　　　　　　　　（全体計画　L=520ｍ）

目　標 L=610m L=420m

実　績 L=275m L=420m

成果目標
（指標）

及び進捗状況

用地取得率　75％
平成27年度 6筆取得予定1,290㎡
（全体計画　8筆取得予定）

目　標 24筆 取得

進
捗
状
況
説
明

遊歩道の整備L=420mの完了。整備済みの箇所については、供用開始を行い、平成２８年度も引き続き遊歩道の整備を行う。目標として
用地取得（６筆）を予定していたが、用地取得をする上で、地主との交渉に時間を要したため、４筆しか達成できていない。引き続き次年
度に向けて、継続して事業を達成するため、進めていく必要がである。遊歩道の整備（４２０ｍ）については、２７年度において達成してい
る。

6筆

実　績 20筆 取得 4筆



23,393 18,714 4,679

供用開始されているアクセス道路や遊歩道については、県外からの修学旅行生の平和体験学習や民泊の受入れ、観光客の集客を図る。また、具志頭浜までの
遊歩道整備及び、給水工事を行い、公共施設でもあるトイレ整備、管理棟の施設を完成させ、県内外からの、利用者の増を図っていきたい。

今後の取り組み方針

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

関係機関等との調整や地権者の同意が得られたことにより事業実施が年度
内で４筆用地取得をすることができた。しかし、一部地権者との交渉に時間
を要したため、成果目標で示している6筆まで達成できていない状況がある。
次年度に向けて今年度の反省点をいかし、関係機関との調整をより密にし、
全体計画の用地取得に向け、取り組んでいく。また、平成27年完成分の遊歩
道については、供用を開始した。今後は利用者の利便性向上のため、給水
やトイレの設置が必要である。

土地の権利関係や関係機関との調整を密にし、事業の執行を図ることが今
後も必要不可欠である。また、周辺の施設利用者に対して活用ができるよう
な公共施設（トイレ等）の充実を図る必要がある。利便性を高め、広い範囲で
の観光客への周知を図ることが今後も、求められる。遊歩道の維持管理を徹
底し、年間をとおし安全に散策できるよう取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

0

需用費

3千円

23,393

役務費
（株）　沖縄不動産総合鑑定所

169千円
169千円

八重瀬町 委託料 八重瀬町　教育委員会
765千円765千円

23,393千円

工事請負費
平和産業　17,920千円

支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先の選定方法は、委託及び工事の業者を指名競争入札に
より選定をしており、妥当であったと考えている。また、公有財産購
入についても、事業に必要な土地を購入するためであり、妥当であ
る。
○予算についても、一部計画の見直しにより変更は生じたが、事業
内容に見合っていると判断。
○費目・使途については事業成果（納品）の提出、及び完了検査に
おいて確認し適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

17,920千円

公有財産購
入費

用地購入　個人4名　4,536千円
4,536千円

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

印紙代

不動産鑑定業務

文化財発掘調査資料
整理業務

地主（4名）から、一
筆ずつ用地購入。

遊歩道整備工事



( ） ( ) ( ) （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑤ 八重瀬町戦跡整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 企画財政課
事業実施

（予定）年度
平成２５～２７年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容

　八重瀬町の地域資源を活用するため、町内で確認されている戦争遺跡を整備し歴史・平和学習等へ活用する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　25年度 25年度(繰越） 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 107,242 ― 45,100 25,000

(b)予算現額 107,242 ― 60,100 25,000

(c)増減額(b-a) 0 ― 15,000 0

(d)繰越額 ― 86,403 ― ―

A．計(b+d) 107,242 86,403 60,100 25,000

B．執行済額 20,839 75,910 56,146 24,911

うち交付金充当額 16,670 60,727 44,916 19,928

次年度繰越額 86,403 0 0 0

執行率（％）(B/A) 19.4% 87.9% 93.4% 99.6%

予算の状況の説明
平成27年度は、戦跡（ﾇﾇﾏﾁｶﾞﾏ）周辺に遊歩道等を整備したものである。
執行率も99.6％で、計画どおり執行した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

遊歩道,、休憩所の設計及び整備の実施

目　標

実　績
遊歩道及び休憩所用地
の造成、駐車場等の整

備工事の実施

遊歩道、休憩所の
設計及び整備

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　平成27年度～平成28年度整備予定区域の戦跡公園（遊歩道、休憩所、駐車場等）の設計を完了し、遊歩道、休憩所用地の造成、第2
駐車場の整備を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

遊歩道及び休憩所の整備完了

目　標
遊歩道及び休
憩所の整備完
了

実　績
遊歩道及び休憩所用地
の造成、駐車場等の整
備

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　本年度に遊歩道及び休憩所の整備を完了する予定であったが、地権者との用地買収の交渉において、調整に時間を要したため、遊
歩道及び休憩所の整備については、目標であげている範囲が達成できなかった。実施設計による精査の結果、休憩所用地の造成、第２
駐車場、遊歩道の一部を先行して整備している。　また本年度予定していた休憩所（東屋）及び遊歩道は次年度に整備する。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　平成25年度に事業着手し、関係地権者等の理解を得ながら用地買収を進
めてきたところであるが、一部の地権者の理解が得られず用地買収交渉が
難航している状況である。そのため、休憩所用地の造成、第2駐車場及び遊
歩道の整備を先行し、事業を執行している。成果目標としてある遊歩道及び
休憩所の未整備部分については、今年度の反省点をいかし地権者との交渉
に時間を要した部分を考え、関係機関と連携を密にし、次年度において取り
組み整備完了に向け進めていきたい。

　未同意の原因は、「事業に反対・用地買収価格が希望額ではない。」等であ
るが、今後も継続して未同意地権者の理解を得るべく鋭意、用地交渉を継続
していかなければならない。　しかし、地権者との交渉は難航することが予想
され、平成28年度を目途に事業の継続か一時中断するか判断しなければな
らない。

今後の取り組み方針

　本事業を遅滞なく完了させるため、未同意地権者の同意を得るべく鋭意、用地交渉を継続しなければならないが、平成29年度整備予定区域の一部地権者との
用地交渉が難航しており、遊歩道の一部を残し、事業を一時中断したうえで時間をかけて地権者と用地交渉するか、検討する必要がある。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

24,911 24,911 19,928 4,983 0

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

支出先の選定方法は妥当か。 ○委託及び工事の業者選定は指名競争入札により実施して
おり、妥当であったと考えている。　また、公有財産購入につ
いては、必要な事業用地を購入した。
○不用額は、事業費の1％以内であり、適正な規模であっ
た。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

○

八重瀬町

24,911千円

消耗品費
100千円

工事請負費
16,252千円

㈲ｵﾌｨｽﾊﾟｰﾄﾅｰ他
100千円

㈲琉邦技研
6,556千円

消耗品購入（事務用品等）

戦跡施設実施設計業務

㈲アース探査
934千円

㈲エココンシャス
16,252千円

個人 １名
1,026千円

戦跡施設整備工事

委 託 料
7,490千円

戦跡整備磁気探査業務

戦跡施設整備予定地の用地購入

役 務 費
43千円

㈱まるい鑑定
43千円

不動産鑑定(時点修正）

公有財産購入費
1,026千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

案内板設置の完了

目　標

４チーム ５チーム

進
捗
状
況
説
明

・サッカーキャンプはJリーグの３チームを誘致し、平成２７年度の目標を達成した。サッカーキャンプは、宿泊施設からの移動時間が２０
分以内との条件があり、ホテルとの連携も目標達成の要因となった。野球のキャンプについても、韓国プロ野球チーム、県外実業団、大
学の３チームを誘致し、目標の２チームを上回る３チームがキャンプ行った。野球については、キャンプ日程が重なり、キャンプを断った
県外野球チームがあった、日程調整が今後の課題である。韓国野球キャンプによって、韓国からのツアーによる見学者が多数訪れてお
り、サッカーキャンプの県、町外から見学者も含め、観光客増による周辺の商店、飲食店等の経済効果もでている。
・来訪者にとってわかりやすい運動公園の施設整備として施設案内サイン（看板）６基を設置した事により、スポーツキャンプ等、各種競
技来訪者の円滑な誘導、移動でき、利便性が向上した。

６チーム

６基

活動目標
（指標）

及び達成状況

達
成
状
況
説
明

・東風平野球場隣接ブルペンに強風、雨天時にキャンプが行えるようブルペンカーバーを設置し、キャンプ受け入れ環境を改
善した。
・東風平運動公園サッカー場が冬期間のキャンプ時に良好な芝生環境で練習ができるよう、暖地型芝草の上に寒地型芝草
の種を蒔き、キャンプ受け入れ環境を整備した。
・スポーツキャンプ等、各種競技来訪者の円滑な誘導、移動できるよう、施設案内サイン（看板）を整備を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目標値
（  年度）

芝生整備

目　標 1カ所 1カ所

案内板設置工事

実　績

目　標

県外からの野球チーム(２チーム）、サッ
カーチーム（３チーム）のスポーツキャンプ
を受入

目　標

7 6

３チーム

1カ所 1カ所

1カ所

実　績

実　績 1カ所

予算の状況の説明

芝生管理委託において、土壌分析にもとづき施肥量、作業計画の見直しを行い、４,９６８千円を減額、またブルペンカ
バー製造設置工事で屋根部分の既設カバー流用により、９６９千円の減額を行った。
スポーツキャンプ等来訪者の円滑な誘導を行うため、公園施設案内・誘導サイン設置で１０月に追加変更により、５，００
０千円の増を行ったが、入札残等で６７９千円が生じた。

H27活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

執行率（％）(B/A) 99.5% 99.8% 95.3%

次年度繰越額 0 0 0

うち交付金充当額 11,386 9,983 11,019

B．執行済額 14,233 12,478 13,774

A．計(b+d) 14,306 12,504 14,453

(d)繰越額 - - -

(c)増減額(b-a) 3,735 3,257 ▲ 937

(b)予算現額 14,306 12,504 14,453

(a)当初予算額 10,571 9,247 15,390

実施方法  　 ■直接実施　　　　　 ■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

教育委員会　社会体育課
事業実施

（予定）年度
平成24～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（１）

事業内容
 スポーツキャンプを誘致、開催するため、サッカー場の芝について、高い品質を確保し、また、ピッチングブルペンカバーを配備し、スポーツキャ
ンプの受け入れ体制を確保する。また、施設案内サイン（看板）の整備を行う。

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑥ 　運動公園施設等整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-２-（１）-イ

「スポーツアイランド沖縄」の形
成

担当部課名

６基

ピッチングブルペンカバー整備

目　標 1カ所

実　績 1カ所

実　績 ６基

６基



東風平運動公園施設案内・誘
導サイン設置工事

454千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○ 施設案内・誘導サイン整備業務委託は指名競争入札により選定、東

風平サッカー場芝生管理委託は地方自治法施行令第167条の2第1項第2

号、工事の２件は地方自治法施行令第167条の2第1項第1号に基づき、

競争見積方式による随意契約を行っており適正である。

○ 国土交通省の歩掛、または複数業者見積を参考として設計額を算出

しており、予算規模は適正であった。

○ 費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なものなのか

等について、支出等に関する書類により精査確認し、適正であった。
○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

八重瀬町

13,774千円

砂辺松永テント

ブルペンカバー製造設置工事

814千円

工事費

1,268千円

㈱ネオ・プランニング

東洋メンテナンス（株）

東風平サッカー場芝生管理委託

8,640千円

委託料

12,506千円

㈱ネオ・プランニング
東風平運動公園施設案内・誘導
サイン整備業務委託

3,866千円

市町村
負担金

13,774 13,774 11,019 2,755 0

キャンプ受け入れ環境を整備のため、運動公園施設等整備事業を継続して実施し、野球キャンプでは、キャンプ時の危険防止を図るため、野球場、サブグランド
の段差解消を行う。サッカーキャンプでは、プロ仕様の芝生環境に近づけるため、芝生の育成管理を継続して行うため、必要な管理機械の購入、専門業者への
委託事業を実施していく。
　また、キャンプ誘致の施設整備と並行して引き続き「スポーツキャンプ誘致事業」と連携し、警備委託（渋滞解消、安全確保の対策）、・スポーツキャンプ用の備
品購入　、キャンプ継続のための誘致活動、さらなる観光客をを呼び込むためのＰＲ活動を行っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　キャンプ受け入れ環境を整備のため、芝生管理委託、ピッチングブルペン
カバーの設置を行った。また、スポーツキャンプ等、各種競技来訪者の円滑
な誘導を行うため、案内板・誘導板の設置を行った。
（ア）サッカー場の芝生環境は徐々に改善されているが、キャンプ期間の２月
は雨が多く、大雨後ピッチに水が溜まり練習ができない日があった。
（イ）キャンプを効率的に行うため、サッカー場隣接の多目的広場の芝生環
境整備の要望があった。
（ウ）ブルペンカバーの設置により。キャンプ雨天時も練習ができた。野球
場、サブグランドの内外野芝生境界付近の段差があり、硬式ボールのイレ
ギュラーバウンドや選手が引っかかったり等、危険防止面での課題がある。

（ア）サッカーキャンプ誘致を継続するには、土壌分析によるピッチの透水性
と土壌硬度の改善が不可欠である。プロ仕様の芝生環境に近づけるため、
芝生管理委託事業等を継続していきたい。

（イ）サッカーキャンプが効率的に行えるよう、多目的広場の芝生環境整備が
必要がある。

（ウ）野球キャンプ時の危険防止のため、野球場、サブグランドの段差解消に
必要な整備を行う必要がある。

支出先の選定方法は妥当か。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

評価 点　検　項　目

○



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

平成24～27年度

市町村名 八重瀬町

　24年度 25年度 26年度

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

27年度 28年度

事業内容

既存資料館を教育的な観光施設として活用を図るため、パンフレット、ワークシートなどを作成し展示を活かした観光客の誘致を図る

(a)当初予算額 1,260 6,091 2,500

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

(b)予算現額 1,208 5,905 2,500

－ － －

(c)増減額(b-a) ▲ 52 ▲ 186 0

1,208 5,905 2,398

1,208 5,905 2,500

966 4,779 1,918

0 0 0

95.9%100.0% 100.0%

ガイドブックの作成

パンフレット等の作成

ガイドブックの作成

実　績

目　標

目　標

目　標

ガイドブックの作
成

パンフレット等の
作成

実　績

目　標

実　績

3,500人

目　標

進
捗
状
況
説
明

町主催の観光イベント等で資料館のブースを設け移動展を行い、作成したワークシートを活用した体験イベントを実施し資料館の周知を
はかった。また、町外の観光イベント等でパンフレット等の配布も積極的に行った。目標設定の4,000人を達成できなかったのは、毎年4
月下旬から5月上旬にかけて町立小学校の6年生、約300人余が見学に訪れるが、H２７年度は授業の関係から見学が予定されなかっ
た。しかし、一般の見学者は2年前に比べ増加している。

2-⑦ 資料館観光活用事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-ｳ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－（１）
生涯学習文化課

事業実施
（予定）年度

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

予
算
の
状
況

A．計(b+d)

B．執行済額

うち交付金充当額

次年度繰越額

(d)繰越額

執行率（％）(B/A)

予算の状況の説明 不用額が102千円発生しているが、入札残によるものであり、当初計画していた事業内容はすべて実施した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

パンフレット等の作成

ワークシートの作成

ワークシートの
作成

実　績 ワークシートの作成

達
成
状
況
説
明

パンフレットを30,000部、ガイドブックを15,000部、ワークシートを30,000部作成し、町内の店舗や学校、県内の博物館や観光
施設等に配布した。また、県外の観光イベント等でも配布をおこなった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目標値
（　年度）

具志頭資料館入館者数の増
3,313人（過去5年平均）→4,000人

4,000人

3,470人 3,701人

実　績



点　検　項　目

今後の取り組み方針

交付金
充当額

市町村
負担金

これまでの事業で行った展示物等の充実が図られた。Ｈ28年度から町に観光課が新設されたため今後は、観光イベント等でのパンフレットの配布など資料館の
広報活動を行い、見学者の増加を図っていく。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

評価

○

○ 支出先の選定方法は妥当か。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

ワークシートの対象者を小学校5学年から中学生１年としたため、年齢が低く
なるほど問題を解くのに時間を要するため、資料館の展示物にサインを入れ
るなどし、多くの子どもたちがワークシートを楽しめるようにする必要がある。
資料館ガイドブックの配布には、町の観光担当と密にして資料館広報活動を
する必要がある。

ワークシートの作成では、展示を見て答えられるようになっているのか。問題
が対象年齢にあった問いになっているか。実際に町内の小中学校の教諭に
確認するなど時間がかかった。資料館ガイドブック作成は、増えつつある民
泊受け入れ家庭としていたが、民泊受け入れ家庭の入館が昨年とほぼかわ
らなかったた。そのため配布先を県内博物館施設や県外の類似施設、県内
観光施設への配布も同時に行った。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

2,398 2,398 1,918 480 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○委託業務については指名競争入札で執行したので妥当で
ある
○不用額は事業費の５％以内であり適正な規模であった。
－ 受益者負担なし
○費目・使途は事業目的に即しパンフレット等の作成、配布
に限定されている。○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町
2,398千円

株式会社 東洋企画印刷

2,398千円

パンフレット等の作成 30,000部

ガイドブックのの作成 15,000部

ワークシートの作成 30,000部
委託料

2,398千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑧ 港川フィッシャー遺跡整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-ｳ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成24～29年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容

町内から出土ぢた「港川人」を含む更新世化石人骨は東アジアでも発見されているが、保存がよく全体の形態がわかるのは港川人だけであり、
貴重な資料として位置づけられている。町では出土地の「港川フィッシャー遺跡」を整備し、公開することで、教育や観光資源としての活用を図
る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 24年度（繰越） 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 115,118 － 10,240

(b)予算現額 110,202 － 10,240

(c)増減額(b-a) ▲ 4,916 － 0

(d)繰越額 ー 108,370 ー

A．計(b+d) 110,202 108,370 10,240

B．執行済額 1,832 108,149 10,077

うち交付金充当額 1,465 86,519 8,061

次年度繰越額 108,370 0 0

執行率（％）(B/A) 1.7% 99.8% 98.4%

予算の状況の説明 不要額が164千円発生しているが、入札残によるものであり、当初計画していた事業内容はすべて実施した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

・公園整備計画の策定（課題の整
理、基本方針・基本施策の決定など）

目　標 計画の策定

実　績 基礎調査の完了

・ボーリング調査、測量

目　標
ボーリング調査
と測量調査の実

施

実　績
ボーリング調査と測量

調査の完了

達
成
状
況
説
明

２か所のボーリング調査と公園予定地内の測量調査をおこなった。また、整備の目的や方針、導入施設などを検討し、整備イ
メージ図の作成などをまとめた公園整備計画の策定を行った。また、公園整備に向けて現状、課題の把握を行う為、有識者
による整備検討委員会を立ち上げ意見を反映させた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

公園整備に向けて現状、課題の把握

目　標
現状・課題

の把握

実　績 現状課題の把握

公園整備設計に向けてボーリング調査と測
量調査完了

目　標
ボーリング
調査と測量
調査の完了

実　績
ボーリング調査と
測量調査の完了

進
捗
状
況
説
明

ボーリング調査では、公園予定地内の中央を約13ｍの崖が走っており、崖の部分の岩盤がもろいことがわかった。また、公
園整備に向けて現状、課題の把握を行う為、有識者による整備検討委員会では公園内に設置する施設等について意見の集
約をおこなった。それにより、現状の課題把握について、確認することができた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成27年度は、公園整備に向けた基本計画の策定を行う中で設置した、有
識者による整備検討委員会で、既存の漁港や川沿いに大型の駐車場を設け
るなど、地域が活性化できる公園整備を進めた方が良いとの案もあり、漁港
や河川を管理する部署との調整に時間を要した。

・H27年度に整備検討委員会で意見が出された、漁港や河川などは駐車場
の活用難色を示されたが、再度調整を行い出来る限り協力を求めていく必要
がある。

・公園予定地が史跡であることから、その特色を最大限に活かした公園整備
を進めることで観光客の誘致に繋がるという考えから、建物の配置について
整備検討委員会の中で意見が分かれ調整に時間を要した。
・公園予定地が史跡であることから、将来的に県指定さらには国指定も視野
に入れた公園整備を検討しいるため、県文化財課との整備の方法について
の調整に時間を要した。

・整備検討委員会、県文化財課の意見を集約し、史跡公園の特色を活かした
公園整備を進めていく必要がある。

今後の取り組み方針

平成28年度は、27年度の基礎調査をもとに、もろい崖面の保護の方法や植栽の考えた、駐車場の台数など具体的な整備の方法のとりまとめを行い基本計画を
策定する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

10,077 10,077 8,061 2,016 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業務については指名競争入札で執行したので妥当で
ある
○不用額は事業費の５％以内であり適正な規模であった。
○費目・使途については、事業達成向けて観点から、事業に
対して必要なものかどうか支出等に関する書類を精査し執
行をしているため適正だった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町
10,077千円

株式会社 真南風
10,077千円

基本計画（基礎調査）策定

10,077千円委託料
10,077千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑨ 八重瀬町コンビニAED設置事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
平成26～27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－1－（1）

事業内容

 災害時等において、住民や本町を訪れる観光客等に重篤な傷病者が発生した場合に、その場に居合わせた方がAEDを利用して救急措置が行
えるようにするため、町内で24時間営業しているコンビニエンスストアへAEDを設置する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,694 1,555

(b)予算現額 5,333 1,555

(c)増減額(b-a) 1,639 0

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 5,333 1,555

B．執行済額 5,130 1,468

うち交付金充当額 4,104 1,174

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 96.2% 94.4%

予算の状況の説明
　当初計画していた事業内容はすべて実施し、順調に執行することができた。なお、不用額87千円については、入札残
によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

未設置箇所への設置
AED予備分の追加購入

目　標
未設置箇所への設置
AED予備分の追加購

入

実　績
未設置箇所への設置

AED予備分の追加購入

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　H27年度新規コンビニ店舗（2箇所）へAEDの設置を行ったことで、災害時等において住民や本町を訪れる観光客等に重篤
な傷病者が発生した場合に、その場に居合わせた方がAEDを利用して救急措置が行えるようにした。また、代替機（1台）を確
保することで、設置店舗での未設置状態がないよう対応が可能となった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

H27AED設置予定箇所新設2店舗（2台）
AED予備機　1台
町内コンビニ数：12店舗（※新規開店予定2
店舗）
現在AED設置済店舗数：10店舗　現在設置
率83.3％　→　目標100％

目　標 －

AED設置新設
2店舗（2台）
AED予備機1

台

実　績

AED設置新設2店舗
（2台）

AED予備機1台

目　標 －

実　績

進
捗
状
況
説
明

・AED設置予定箇所新設2店舗（2台）への設置を完了したことで町内全コンビニへの設置が完了したが（12店舗中12台設置：設置率
100％）AED既設コンビニ2店舗閉鎖により2台のAED回収となった。（現在：10店舗中10台設置：設置率100％）　回収したAEDについて
は、今後の新規店舗があった場合に設置を予定していく。
・AED予備機1台の購入を行ったことで、店舗設置のAEDの不具合時の対応及びAED使用による未設置防止が図れている。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　・住民や本町を訪れる観光客等の安心・安全への取り組みとして、24時間
営業している町内のコンビニエンスストアへAEDを設置し、災害時において店
舗周辺での重篤な傷病者が発生した場合に救急措置が行える救護体制の
強化が図られた。

　・AEDの設置によって、傷病者等が発生した場合における救急措置が24時
間体制で行える環境を整えているが、使用する方が躊躇なくAEDを使用でき
るようにする取り組みが課題である。

　・コンビニ事業が展開される中で、新規店舗の開店及び導入済店舗の閉店
が予想されるため、コンビニ側との情報共有が必要である。

　・AEDの使用について、使用する方が躊躇することなく操作できるようにす
るため、AED使用を取り入れた救急蘇生講習会等の実施をしていく。

　・コンビニの新規店舗の開店や導入済店舗の閉店情報の共有に努め、町
内全コンビニへのAEDの設置導入を継続する必要がある。

今後の取り組み方針

　・AEDの使用については、操作時に流れてくる音声ガイダンスに従って使用すれば難なく使えるが、救急措置を行うことに自信のない人や不安な人がいると思わ
れることから、引き続きその解消策としてAED使用を取り入れた救急蘇生講習会等を実施していく。

　・コンビニ事業が展開されていく中で、新規店舗の開店や導入済店舗の閉店等が予想されるが、町民及び観光客等の安心・安全を図るため町内全コンビニへの
AEDの設置導入を継続していく。

　・コンビニにいけばAEDがあるという認知度をあげるため、更なる広報周知を行い普及啓発を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,468 1,468 1,174 294 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○ 購入業者は指名競争入札により選定しており妥当であっ
た。
○ 複数業者見積を参照として設計額を算出しており、予算
　規模は適正であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町
1,468千円

備品購入費
1,468千円

株式会社沖縄科学
1,468千円

八重瀬町コンビニAED設置事業に

係るAEDの購入
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2－⑩ 八重瀬町観光拠点施設整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－（ウ）

観光客の受入体制の整備

担当部課名 まちづくり課
事業実施

（予定）年度
平成27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
八重瀬町観光振興基本計画に基づき､本町の観光を推進する拠点機能としての観光インフォメーション施設､特産品等の販売施設､体験型･交流
型観光推進施設等の観光振興機能の導入を検討すると共に、沖縄南部観光における中継地点として､道路休憩施設等の設計を実施する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,017

(b)予算現額 31,994

(c)増減額(b-a) 25,977

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 31,994

B．執行済額 31,955

うち交付金充当額 25,563

次年度繰越額

観光拠点施設の基本設計

執行率（％）(B/A) 99.9%

予算の状況の説明
当初基本設計のみを予定していたが、基本設計が11月に完了し、建築及び造成の実施設計を行う為、12月変更で
25,977予算千円を増額した。
不用額39千円については委託の入札残などによるものである。

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

基本設計の策定

観光拠点施設建築設計の実施
目　標 建築設計の実施

実　績 建築設計の実施

観光拠点施設建設基本設計の策定 目　標

基準値
（　年度）

基本設計の策定

27年度 28年度 29年度
目標値

（33年度）

成果目標
　　（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）

（基本設計の策定）

実　績

活動目標
　（指標）

及び達成状況

観光拠点施設造成測量設計の実施

目　標 （造成測量設計の実施）

目　標 基本設計の策定

造成測量設計の実施実　績

実　績

達
成
状
況
説
明

目標どおり、観光拠点施設の基本設計の策定及び、建築設計・造成測量設計を実施することができた。

観光拠点施設建築設計の策定
目　標 （建築設計の策定）

実　績 建築設計の策定

観光拠点施設造成測量設計の策定
目　標 （造成測量設計の策定）

実　績 造成測量設計の策定

進
捗
状
況
説
明

11月に基本設計が策定されたことをふまえ、建築設計、造成測量設計を行い実施設計を策定することができた。次年度は策定された成
果を基に建設工事に着手していく。



点　検　項　目

32,223 31,955

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○観光拠点施設建設向け、基本的な配置計画や断面図、建物内部の仕様
等について基本的な方針をまとめる必要があった。

○基本設計をふまえ、建設工事に向けた詳細な設計を取りまとめる必要が
あった。

○観光拠点施設開設に向け、観光コースの確保、ガイドの育成及び特産加
工品等の開発、施設運営者を決定する必要がある。

○基本的な仕様、方針を取りまとめる事ができた。

○次年度の建設工事に向け、詳細な設計書を取りまとめる事ができた。

○観光拠点周辺の新たな観光資源の整備が必要である。
○町内観光関連事業者の組織化若しくは連携が必要である。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

今年度実施設計が策定されたことにより、次年度建設工事に着手する予定である。
また、平成28年度内に指定管理者を決定し、平成29年4月開設に向けた諸手続きをおこなう。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

評価

25,563 6,392 268

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○基本設計の業者選定は、建築物の総合的な提案を受ける事を
重視し企画提案方式でおこなっが妥当であったと考えている。
○建築設計は、基本設計と業務内容の関連性がおおきいため、随
意契約でおこなったが妥当と考えている。(地方自治法施行令　167
条の2の6　競争入札に付することが不利と認められるとき。）
○造成測量設計は、指名競争入札でおこなっており妥当と考えて
いる。
○予算はほぼ執行しており、適正な規模であったと考えている。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目的に
即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

八重瀬町
32,223千円

(株)具志堅建築設計事務所・
野原設計特定設計共同企業

体5,940千円
八重瀬町観光拠点施設基

本設計委託業務

(有)琉邦技研
7,914千円

八重瀬町観光拠点施設造
成測量設計委託業務

八重瀬町
31,955千円

委託料
31,955千円

(株)具志堅建築設計事務所・
野原設計特定設計共同企業

体5,672千円
八重瀬町観光拠点施設基

本設計委託業務

(株)具志堅建築設計事務所・
野原設計特定設計共同企業体

18,369千円

八重瀬町観光拠点施設建
築設計委託業務

（交付対象外経費）268千円
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-⑪ 八重瀬町サッカーキャンプ事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-（2）-ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 教育委員会　社会体育課
事業実施

（予定）年度
平成26～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（1）

事業内容

観光事業が落ち込む冬場に注目度の高いＪリーグ加盟のサッカーチームキャンプを誘致し、産業創出、人材育成、地域活性化を狙う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 895 2,695

(b)予算現額 4,441 2,462

(c)増減額(b-a) 3,546 ▲ 233

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 4,441 2,462

B．執行済額 2,885 1,849

うち交付金充当額 2,308 1,479

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 65.0% 75.1%

予算の状況の説明
不用額613千円は１チームのキャンプが急きょ決まった為、消耗品（横幕代）、が執行できなかった。またチームからの要
望とする消耗品が少なかったり、チームによって必要警備員の数が異なった為のものである。233千円は他事業へ流用
した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

・Jリーグチームの誘致活動
目　標 活動実施 活動実施

実　績 活動実施 ２チームへ誘致活動

達
成
状
況
説
明

・訪問誘致をした2チームとＪ2チームが来町した。また、県外企業の紹介にて日本代表クラス選手の自主トレーニングも実施
した。地域交流に関してはジュニア（町内小学生）チームへのスクールを2チーム、日本代表クラス選手がそれぞれで、キャン
プの合間や最終日に実施した。地域交流等では子どもたちにとっては励みになり事業効果は得られたと思う。イベントにおい
ては日本代表クラス選手へ最終日にサイン会を実施してもらった。秘密練習であった為、多くの広報はできなかったが町内
サッカー関係者が多く出席し、子供から大人まで多くの方が喜んでいた。

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

・Ｊチーム３チーム以上の誘致
目　標 ３チーム ３チーム

実　績

・地域交流：サッカースクール町内小学生５
０名

目　標 50名 50名

3チーム ３チーム

実　績 未実施 330名

成果目標
（指標）

及び進捗状況

・イベント：ファン感謝まつり等開催
目　標 開催 開催

実　績 未実施 実施

・キャンプ来客数：8,000人（Ｈ24～Ｈ26年度
平均来客数5,000人）

目　標 8,000人 8,000人

実　績 1,000人 3000人

進
捗
状
況
説
明

県との連携で目標の3チーム誘致を達成できた。また浦和レッズというビッククラブの誘致にも成功した。しかし浦和レッズキャンプ期間は
天候が悪く、予定していたより観客を集めることができなかった。前年度開催できなかったスクールにおいてはキャンプを行うチームには
スクールの開催を必須とすることで3回開催できた。イベントは選手の体調管理の観点からチームから断られた。しかし、日本代表クラス
選手のメンバーには最終日にサイン会を実施してもらった。今後はビッククラブの継続キャンプやさらなる観客来場を増加させる仕組み
が必要とされる。

未実施 実施実　績

・地域交流
目　標 交流実施 活動実施

・イベント開催、参加
目　標 実施、参加 実施、参加

実　績 交流実施 スクールの実施



資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付対象
外経費

交付金
充当額

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　八重瀬町東風平サッカー場は沖縄県内では数少ない専用のサッカー場
で、交通アクセスもよく、空港・近隣市町の宿泊先からも利用しやすい環境と
なっており、キャンプ誘致には好条件となっています。そのような背景から平
成25年度からはＪ1サッカーキャンプ誘致活動に取り組みました。平成27年度
は浦和レッズというビッククラブを含め目標の3チームの誘致に成功。
　スクールにおいても3回開催することができ、330名の子供達が参加した。
　イベントについては、チームにはイベントを開催して貰うのは難しかったが、
日本代表クラス選手にはサイン会を開催して貰った。今後はチームにも何か
オフの日に学校訪問等を検討してもらいたい。
　キャンプ来客数においては、誘致するチームを検討する必要がある。ビック
チームでしか来客数が見込めないのが現状の為、来年度以降目標値の見
直しが必要と考えている。しかしながら見直しと同時に観客の増加を図るた
めの策も考えないといけないのも事実である。その為、サイン入りグッズの
抽選会など何か観客の為のイベントを考える必要がある。
　今後は継続してキャンプを行って貰うよう誘致活動を継続して続けていく。
また、ハード面においてチームから検討課題を頂いたのでその方面の整備
も必要となる。

　継続してビッククラブにキャンプを行って貰うため、誘致活動は継続して行う
必要がある。
　地域住民のニーズのあった地域交流の方法を模索・検討し、現在よりも長
い期間、開催できるような環境づくりを行う必要がある。
　観客増を図る為のイベントの開催や周知活動。練習ゲームを本町にて開催
を義務図けるなど様々な策が必要である。

今後の取り組み方針

県と調整して誘致するチームを検証・決定し、継続して誘致活動を推進する。また、キャンプ期間を長期化できるような取り組みを県と近隣開催市町村と連携して
取り組む。地域交流の方法として住民のニーズにあった交流の方法を模索・検討を行う。

市町村
負担金

1,849 1,849 1,479 370 0

総事業費
交付対象
事業費

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○地方自治法施行令第167条の2第1項第8号により依頼人
数を派遣できる業者が1社しかなかった為、随意契約で選
定。
○予算規模は不用額・流用と未使用額が多かった。今後は
チームと連携を密にし、不用額が５％に収まるように務める。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し必要なものであったと判断した。

△

評価

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

点　検　項　目

八重瀬町

１，８４９千円

需用費

２８８千円

委託費

９２７千円

旅費

３３１千円

使用料

３０３千円

キャンプ誘致訪問旅費

消耗品費

キャンプ時の臨時警備

カメラ撮影用足場

テントカバー

バルーン

バリケード

八重瀬町

１，８４９千円

需用費

２８８千円

委託費

９２７千円

旅費

３３１千円

使用料

３０３千円

町職員 6名

３３１千円

琉球警備保障株式会社

９２７千円

キャンプ誘致訪問旅費

消耗品費

キャンプ時の臨時警備

カメラ撮影用足場

テントカバー

バルーン

バリケード
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5,000人

28年度27年度

４回

29年度
目標値

（　年度）

達
成
状
況
説
明

　八重瀬町の観光資源の魅力を伝えるために横浜市のふるさとフェア2015に出展し八重瀬町のＰＲを行い、機内誌に女性向
けに八重瀬町観光特集を掲載し誘客に繋げた。また、富盛の石彫大獅子や港川漁港集落のまちあるきマップを作成し地域と
の受入れの仕組創りを行った。さらに八重瀬町の魅力を発信するために秋と春に八重瀬八景フェスタを開催し地域内外へ八
重瀬町をプロモーションを行った。
　八重瀬町へ修学旅行等を誘致するために発地である県外の旅行社にプロモーションし、また、修学旅行等の傾向を調査し
て今後の受け入れ体制創りに役立てた。また、体験滞在型観光を進めるにあたり平和教育の行われるガマのプログラムを創
り上げた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

体験観光の実証イベント　1回
目　標

観光プロモーション　3回

体験滞在型観光の仕組み創り
目　標

実　績

1個

2回

基準値
（　年度）

体験観光の実証イベント　来客数　500人

実　績

修学旅行等誘客プロモーション　3回
目　標

実　績

1回

まちあるきプログラムの開発　3個
目　標 3個

実　績 2個

県外観光プロモーションの実施　3回
目　標 3回

実　績 2回

予算の状況の説明
平成26年4月より事業執行の積算で当初予算編成していたが、7月に見積聴取を行ったところ予算との差額が生じた。ま
た、完了検査において事業執行を精査したところ不用が生じた。

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 87.3% 99.6%

次年度繰越額 0 0 0 0

うち交付金充当額 7,994 7,910 11,514 15,493

B．執行済額 9,993 9,888 14,393 19,367

A．計(b+d) 9,993 9,888 16,495 19,440

(d)繰越額 － － － －

(c)増減額(b-a) ▲ 7 ▲ 112 ▲ 3,189 0

(b)予算現額 9,993 9,888 16,495 19,440

(a)当初予算額 10,000 10,000 19,684 19,440

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

観光振興課
事業実施

（予定）年度
平成24～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1

事業内容

本町の地域資源を魅力ある観光資源として提供するために、地域資源の調査・ブラッシュアップを実施し、魅力を伝えるためのプロモーション、
体験観光イベントの開催、地域との協働による受け入れ体制の仕組み創り、まち歩き等観光資源の商品プログラム作成を行う。また修学旅行等
の受入に向けて体験滞在型プログラムの作成やその仕組みづくりを構築する。

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-① 八重瀬町観光ブランド魅力創出事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（９）－イ

県産品の販路拡大と地域ブラン
ドの形成

担当部課名

2回

3回

9回

1個

目　標 ５００人

実　績

まちあるきプログラムモニタリング　3回
目　標 ３回

実　績

体験滞在型観光プログラムの作成　3個
目　標 ３回

実　績

目　標 ３回

実　績 ９回

進
捗
状
況
説
明

　町内の観光資源の体験のみならず町外の観光資源と組み合わせて連携させることにより地域内外の誘客を図り5000人の集客に繋げ
た。また、町内のファミリーマートと連携することによりまちあるきプログラム【富盛・港川】のモニタリングを行った。体験滞在するためのプ
ログラムを東風平・安里のまちあるきの調査・プログラム作成を行い、修学旅行等向けに伊森壕・西與儀壕の平和教育プログラムを作成
した。
　そして、今後の観光の傾向と修学旅行等の状況を現地調査し、八重瀬町へ誘客するために発地である旅行社へプロモーションを行い
今後の誘客に繋げた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）



今後の取り組み方針

・観光ブランドの魅力を創出するためには継続した取組の実施、地域住民の啓発が不可欠なので、平成２７年度においても住民への八重瀬町観光資源の認知度
向上と誇りの醸成を創り上げてきた。今後も八重瀬町観光資源の魅力創出を図るために、資源調査・検証・ブラッシュアップ・プロモーションの実施サイクルを実践
し、魅力ある八重瀬観光ブランドを創り上げていく。具体的には継続した以下の取り組みを行う。

　　１、観光ブランドを創り上げるための住民との合意形成・協働による受け入れ体制創り
　　２、発地である旅行社や空港等への観光プロモーションの実施
　　３、広域連携等も考慮した八重瀬町を体験滞在するための仕組みづくり
　　４、八重瀬町ブランドを構築させるための観光資源のブラッシュアップ及びコーディネート

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○八重瀬町が観光地として選ばれるように観光ブランドとして魅力を創り上
げるためには、観光資源の魅力が伝わるようにターゲットに向けてアプロー
チの在り方を検証し、実践し続けることが重要である。

○観光ブランドとは内部での意思決定にとどまらず、外部からの認識により
決定されることから観光プロモーションや発地である旅行社への観光客の傾
向調査を行い、時代のニーズを捉えて、観光ブランドとしての差別化を図り、
安心安全に受け入れる体制づくりが最重要であることを認識した。

○八重瀬観光ブランドの魅力を一過性のものに終わらないように、継続して
観光資源のプログラム化、更なるブラッシュアップの必要性及び観光ニーズ
を絶えず意識して継続した観光プロモーションの実施が不可欠。

○八重瀬町を観光地としてプロモーションするために地域内での受入れの意
識の醸成が必要であるため、地域内外への観光プロモーションやイベント等
の実施を行う。また、受入に必要な条件整備等の必要性

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

19,367 19,367 15,493 3,874 0

八重瀬町
19,367千円

委託料
19,367千円

【魅力創出業務コンソーシアム】
株式会社　エスビージャパン

株式会社　ＢＢＤＯ
12,917千円

八重瀬町の知名度向上
住民の啓発・観光ＰＲ等

ＮＰＯ法人　自然体験学校
6,450千円

体験滞在型観光の仕組み創り
修学旅行等誘客観光

プロモーション

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○観光振興による八重瀬町地域活性化の手法は多彩なアプロー
チがあり、それらを精査し判別するために企画提案方式による随
意契約及び地域唯一の受入れ団体であるＮＰＯと随意契約を行っ
た。
○予算規模は積算資料や見積等に基づいて決定しており、適正な
規模と考えている。。
○費目、使途については完了段階で検査を実施しており、目的に
則し、必要な事業費を精算した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )
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実　績 0

目　標 1,620千円 1,950千円

実　績 4品 2品
8件

中期実行計画の策定

新規商品の開発
目　標 3品 3品 3件

実　績 4回
販路構築支援講習会

目　標 4回

実　績 1件
参画事業者のフォローアップ

目　標 2件

達
成
状
況
説
明

販路構築支援講習会については、個別相談会1回、ワークショップ3回の合計4回を実施した。事業者ハンズオン育成並びに事業者フォ
ローアップについては、販路構築支援講習会に参加した参画事業者からハンズオン育成対象1者、フォローアップ対象1者をそれぞれ選
定し、専門家の支援を受けながら開発、パッケージデザイン、品質管理、流通側とのマッチングを行った。移動販売車両等による販路構
築支援については、平成27年6月から平成28年3月にかけて町内9か所及び町外11か所、計156回の出店を行い、顧客へのブランドPRを
行った。

H27成果目標（指標）

参画事業者のハンズオン育成
目　標

試験販売実施 支援実施

講習会

活動目標
（指標）

及び達成状況 移動販売車両等による販路構築支援
目　標 試験販売実施 支援実施

講習会

事業者ハンズオン育成

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-② 八重瀬ブランド販路構築支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-３-（９）－イ

県産品の販路拡大と地域ブラン
ドの形成

担当部課名
企画財政課
※　平成28年4月1日以降は観光振興課

事業実施
（予定）年度

平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-１

事業内容

販路拡大及び地域活性化を図るため、地域ブランドとして「八重瀬カラベジブランド」を用いた販路構築の取り組みを支援する。併せて、八重瀬ブ
ランドの全体的な底上げに向けて、専門家によるハンズオン支援を通して、商品開発等を実施し、八重瀬町の新たなリーディング事業者を育成
する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 10,000 9,975 9,912 9,956

(b)予算現額 10,000 9,975 9,912 9,956

(c)増減額(b-a) 0 0 0 0

(d)繰越額 － － － －

A．計(b+d) 10,000 9,975 9,912 9,956

B．執行済額 10,000 9,134 9,912 9,770

うち交付金充当額 8,000 7,307 7,929 7,816

次年度繰越額 0 0 0 0

執行率（％）(B/A) 100.0% 91.6% 100.0% 98.1%

予算の状況の説明
八重瀬ブランドの販路拡大のため各種イベントやプロモーション、「八重瀬カラベジブランド」を含む特産品の開発、参画
事業者への専門家による指導助言を通じたリーディング事業者の育成を行い、当初通り予算を適正に執行した。なお、
不用額については入札残によるものである。

H27活動目標（指標）

達成状況

２６年度
（３－③）

27年度 28年度 29年度

目　標 育成

実　績 育成

事業者フォローアップ
目　標 フォローアップ

実　績 フォローアップ

実　績

販路構築支援講習会
目　標

実　績

基準値
（平成年度）

２５年度
（３－②）

２６年度
（３－③）

27年度 目標値

1件

実　績

[参考指標]
新規および改良した商品の販売額

1件

成果目標
（指標）

及び進捗状況

進
捗
状
況
説
明

当初目標について概ね目標を達成しているが、参画事業者のフォローアップについては支援希望事業者が1者に留まったことから目標
を下回った。
販路構築支援講習会は町内の5事業者が参加し、各事業者の持つ商品に対し専門家がコンセプトづくり、価格設定、食品表示、流通の
視点から意見交換・助言を行った。
販路構築支援講習会に参加した事業者のうち、1者（パンとケーキの店デゼレト）をハンズオン育成事業者として、1者（菊みそ加工所夢
工房）をフォローアップ対象事業者としてそれぞれ選定。ハンズオン育成については商品・パッケージデザインの開発、品質管理、流通
側とのマッチング等集中的に支援を行い、7点（カラベジパイ・マンゴー　他6点）の商品開発となった。またフォローアップについては新商
品のコンセプト立案のサポートとパッケージデザインの提案を行い、1点（島とうがらしチーズケーキ）の商品開発となった。
また商品開発の一環として、町内特産品の現状分析と観光資源・地域資源の確認、隣接市町との比較分析を行い、ブランド戦略（中期
実行計画書）を策定した。



今後の取り組み方針

・未活用な地域資源の情報収集及び分析を行った上で、より広範な事業所・団体への参画を呼びかけ、カラベジブランドを含む八重瀬ブランドを構築する。併せ
て、カラベジブランドについては「町産農産物及びその加工品、飲食に関する雑貨」と再定義し、ブランド拡張のための活動を継続する。
・商品開発について、事業者は一連のセミナーにてノウハウを学んでスキルアップを図り、専門家の指導助言等を受け自走を目指す。
・プロモーションについて、平成29年度に完成予定の観光拠点施設やアンテナショップを兼ねたキッチンカーを用い、八重瀬ブランド製品及び地域資源を活用した
商品の提供等により行う。
・地域全体の商品の価値の底上げを図るために必要な施策の実施、また八重瀬ブランドを確立させるためにリーディング事業者の育成・支援を行う。
・販路拡大のため特産品コンテスト等への出展やプレスリリースを行い、マスコミへの露出機会を増やす。また流通を想定した商品改良を支援しマッチングを行い
取引業者数の増加を図る。
・これまでのカラベジ参画事業者及びこれからの参画事業者を牽引するようなリーディング事業者及び特産品を選定し、重点的に育成することで参画事業者全体
を地域ブランドとして八重瀬町の知名度向上を図り地域活性化につなげる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

八重瀬町
9,770千円

・「八重瀬ブランド」の再構築とカラベジブランドの再定義が必要。
・事業実施体制について、より広範な分野の参加を求める必要がある。
・今後のブランド発展性と、拠点施設を販路拡大の機会とし実行計画を策定
する必要がある。
・参画事業者の意欲を高め、自助努力をしながら自走に向けて専門家と共に
指導助言を伴走しながら実施していく方法が最善と考える。
・売上増のためのプロモーションの継続と新たなが取組が必要。
・販路拡大のため、直販だけでなく流通に乗せるための商品のブラッシュアッ
プが必要。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・平成29年度に供用開始予定の「観光拠点施設」を活用した販路拡大、ブラ
ンド発信の具体化が求められる。
・近隣市町との比較分析で「商品力に乏しい」「町としての知名度が低い」とい
う課題が浮き彫りとなった。
・参画事業者の大部分が小規模経営の事業者であり、多角的な事業運営が
困難である現状を考えると、自主努力・自立経営を基本としつつ引き続き開
発・ブランディング・販路開拓を支援する必要がある。同時に現在は参画して
いない業種や、既に独自の販路を有する比較的規模の大きい事業者にも参
画を呼びかけ、「八重瀬ブランド」として連携する必要がある。

八重瀬町商工会

9,770 9,770 7,816 1,954

総事業費
交付対象
事業費

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

0

委託料
9,770千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○支出先の選定方法については、地方自治法施行令第176条の2
第1項第2号に基づき、前年度までの実績、地域との協力関係及び
八重瀬ブランドの構築の目的の性質を考慮した結果、八重瀬町の
地域商業者の集合体であり、地域活性化の趣旨に取り組む当該事
業者が唯一であり、当該事業者に企画提案の提出を求めた上で契
約を締結しており妥当であると考える。
○予算規模については、業者見積もり等で決定しており、適正で
あった。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要なものな
のか等について額の確定時において支出等に関する書類により確
認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

-

八重瀬ブランドの構築、参画事業者のハンズ
オン支援及びフォローアップ、移動車輌等によ
る販路拡大支援及びプロモーション、地域ブラ
ンド育成講座、ブランド戦略（中期実行計画書）
策定
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-③ 八重瀬町観光プロモーション事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－イ

市場特性に対応した誘客活動の
展開

担当部課名 企画財政課
事業実施

（予定）年度
平成26～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１

事業内容
八重瀬町の観光振興を推進するにあたり、観光施策を構築し積極的な観光プロモーションを実施するため、観光プロモーションの管理業務支援
員の配置、発地への観光プロモーション等の旅費、観光パンフレットの作成及びやえせのシーちゃんの着ぐるみの製作及び地域情報発信映画
の制作を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 9,821 9,410

(b)予算現額 9,821 14,019

(c)増減額(b-a) 0 4,609

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 9,821 14,019

B．執行済額 6,674 14,019

うち交付金充当額 5,339 11,215

次年度繰越額 0 0

プロモーション支援員　２人配置

執行率（％）(B/A) 68.0% 100%

予算の状況の説明
八重瀬町の観光プロモーションを強化するために、観光キャラクター製造委託を、追加するため5月変更で1,200千円を
増額し、地域情報発信映画の制作を行うため更に7月変更で3,240千円を増額している。また、プロモーション支援員の社
会保障費１６９千円を増額で流用した。

H27活動目標（指標）

達成状況

30年度

実　績 ２人

目　標 ２人

27年度 28年度 29年度

実　績 作成

観光キャラクター製作　１体
目　標

実　績

１体

２回実　績

観光パンフレット作成 目　標 作成

３回

地域情報発信映画上映会の開催　1回

達
成
状
況
説
明

　観光プロモーション支援員を2人配置し、やえせのシーちゃんを活用した効果的なプロモーションを展開し、各イベントにおいて観光プロ
モーション企画の運営管理を行った。また、観光パンフレット20,000部の作成や県外観光プロモーションを東京・横浜各1回行った。そし
て、より幅広く展開できるようにやえせのシーちゃんを１体増体し、さらに八重瀬町の地域情報を発信するために八重瀬町の観光資源で
ある2万2千年前の港川人をモチーフに地域情報発信映画を製作し上映会も併せて行った。

活動目標
（指標）

及び達成状況

観光プロモーション　３回
目　標

実　績

製作
地域情報発信映画の制作

目　標

１体

製作

基準値
（　年度）

27年度 28年度

86か所

29年度
目標値
（年度）

観光パンフレットの設置　県内30か所
目　標 30か所

実　績

八重瀬町観光プロモーションの企画提案実
施　5回

目　標 5回

実　績 ５回

県外観光客誘客プロモーション　3回
目　標 3回

実　績 2回

目　標 1回

実　績 1回

出演予定回数　40回
目　標 40回

実　績 64回

進
捗
状
況
説
明

　八重瀬町の観光情報を満載した観光パンフレットを20000部作成し、県内の観光施設等86か所に設置した。また広く町内外へ発信するために観光振
興のための企画運営を5回以上実施し、八重瀬町の観光プロモーションを行った。そして県外観光プロモーションとしてツーリズムＥＸＰＯジャパン【東
京】やふるさとフェア【横浜】に出展し、沖縄県最大最古の石彫大獅子ややえせの民俗芸能及び各種八重瀬町地域資源を観光ＰＲを行った。さらに八
重瀬町の地域情報を発信するための映画を製作し上映会を1回開催した。併せて通年、やえせのシーちゃんを効果的に活用し観光プロモーションを64
回行った。また成果目標の県外観光客誘客プロモーションについて、当初3回と予定していたが回数を2回に絞り、より効果的に県外観光客誘客のプロ
モーションを図るため、事業計画の変更をしています。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○より効果的な観光プロモーションを行うためには観光客に届きやすい情報
伝達の手段を選択する必要があるため、ＳＮＳ、紙媒体等のプロモーション
の企画・運営・管理・検証を行う必要がある。また、観光客はこちらに来たと
きには旅行行程を決定しているため、発地である東京や横浜でのイベントに
おいて観光誘客プロモーションを展開する必要がある。

○観光客を受け入れる地域である住民が地域に誇りを持てるようにするため
に、地域内外向けに八重瀬町の観光資源をテーマとした地域情報発信映画
を製作する。

○八重瀬観光ブランドの構築が一過性のものに終わらないように、継続して観光資
源のプログラム化、連携した取組、更なるブラッシュアップの必要性及び観光ニーズ
を絶えず意識して継続した観光プロモーションの実施が不可欠。

○観光プロモーションをするうえで重要なのは、併せて観光客ｋの受け皿作りを行うこ
とも重要なことであるため地域と連携しながら受け入れ体制を創り上げていく必要が
ある。

○幅広いニーズを取り組むだけではなく、ターゲットを絞り八重瀬町の観光プロモー
ションを行う必要がある。また、近年増えてきている外国人旅行者を取り入れるため
にもインバウンド向けに観光案内を行うためのパンフレット等の作成も図る必要があ
る。

今後の取り組み方針

民俗芸能やイメージキャラクターを効果的に八重瀬町の観光ＰＲに活用し、八重瀬町の観光ブランドを構築するために継続して以下の事業を行う。
　１、沖縄県最大最古の石彫大獅子を観光振興に活用するために地域との合意形成及び仕組みづくりを行う。
　２、プロモーション支援員においてＳＮＳ等を活用した一貫性のある観光の企画運営を積極的に行う。
　３、民俗芸能を魅力あるプログラムにするため地域との合意形成、魅力を高めるための演出・構成・プロモーションを行い、積極的に観光イベント等に出展し、八重瀬町の観光Ｐ
Ｒを行う。
　４、八重瀬町が観光地として受け入れられるように、地域資源や観光関連施設に対して必要な条件整備等を行う。
　５、インバウンド向けに観光パンフレット等の作成及び効果的なＰＲを企画し観光振興を行う。
　６、その他、観光ブランド構築にあたり必要な施策を委員会で諮り、関係機関と連携して実施を行う。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

14,019 14,019 11,215 2,804 0

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

ジョイント企画
1,164千円

報酬

4,185千円

プロモーション支援員　2名
観光ブランド構築委員会　委員10名

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○観光パンフレットは企画提案方式により選定し、地域情報
発信映画制作・観光キャラクター製造委託はその性質又は
目的が随意契約の妥当性を備えている。
○予算規模は積算資料や見積等に基づいて決定しており、
適正な規模と考えている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について精査し執行しており適正である。

観光ブランド構築委員会及び
観光プロモーション支援員報

酬

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

共済費

522千円
プロモーション支援員共済費　2名

ツーリズムＥＸＰＯジャパン及
びふるさとフェア出展費

丸正印刷株式会社
3,133千円

備品購入費

289千円

有限会社　糸工房
108千円

ターポリン

需用費

357千円
消耗品費等

役務費

269千円
郵送代等

委託料

7,535千円

八重瀬町

14,019千円

(有)オフィスパートナー
181千円

一眼デフカメラ

観光プロモーション支援員共済
費

旅費

862千円

ツーリズムＥＸＰＯジャパン　7名
ふるさとフェア　4名

パンフレット等印刷

よしもとエンタテインメント沖縄
3,237千円

地域情報発信映画制作

観光キャラクター製造
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度 沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-④ 体験観光受入施設強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

観光客の受入体制の整備

担当部課名 企画財政課
事業実施

（予定）年度
平成26～27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１

事業内容

  八重瀬町には2万2000年前の港川人をはじめ、沖縄県最大最古の村落獅子　富盛の石彫大獅子、平和教育に活用できるガマ等、観光
資源が豊富な地域である。しかし、それらを活用するための人材育成の研修施設及び宿泊施設を兼ね備えた拠点施設が無いため、これ
までｾﾐﾅｰﾊｳｽとして活用していた施設を新たに観光及び人材育成研修拠点施設としてリニューアルする。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 26年度(繰越) 27年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 66,107 － 50.000

(b)予算現額 66,107 － 50.000

(c)増減額(b-a) 0 － 0

(d)繰越額 － 66.107 －

A．計(b+d) 66,107 66,107 50,000

B．執行済額 0 65,872 49,791

うち交付金充当額 0 52,697 39,832

次年度繰越額 66,107 0 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 99.6% 99.6%

予算の状況の説明
平成27年度予算で施設の機能強化（改修工事）を完了させた。　不用額の209千円については、入札残等によるもので
ある。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

体験観光受入強化施設機能強化の実施

目　標
体験観光受入施設
機能強化の実施

体験観光受入施
設機能強化の実
施

実　績
体験観光受入施設機能強

化の実施
体験観光受入施設機能

強化の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

施設・設備等のﾘﾆｭｰｱﾙ及び完全ﾊﾞリﾔﾌﾘｰ化を図ることにより、体験観光受入施設の機能強化を実施することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（　年度）

観光及び人材育成拠点施設の供用開始に
より、体験交流及び研修の受入体制の確
保

目　標

体験観光受
入施設の機
能強化の実

施

受入体制の
確保

実　績
体験観光受入施設
機能強化(改修工
事）の実施

受入体制の確保

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

体験観光受入施設の機能強化(改修工事）を実施することにより、施設・設備のﾘﾆｭｰｱﾙ及び完全ﾊﾞリﾔﾌﾘｰ化を図ることがで
きた。供用についても、平成28年6月1日より開始され、受入体制についても収容人数も最大で３５名まで受入ができる環境が
整っている。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　平成２７年度に体験観光受入施設の機能強化（改修工事）は完了したとこ
ろであるが、今後は本施設の利活用を図るため県内外に周知を図る必要が
ある。

　本事業の効果を最大限発揮させるため、県内外へのＰＲするとともに、体験
プログラム等の充実を図る観点から以下の点について創意工夫する必要が
ある。1ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを開設し、ﾌﾞﾛｸﾞ等による活用状況の発信2.新たな「魅力あ
る体験プログラム開発」3.各種団体とﾀｲｱｯﾌﾟ等により利活用する。

今後の取り組み方針

平成27年度で施設の機能強化（改修工事）を完了し、供用を開始したところであるが、事業の効果を最大限発揮させるため、町内外への施設の利活用について
発信するとともに、体験プログラム等の充実を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

49,791 49,791 39,832 9,959 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○工事・委託の業者選定は指名競争入札により実施してお
り、妥当であったと考えている。
○不用額は事業費の1％以内であり適正な規模であった。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町

65,871千円

委託料
3,751千円

八重瀬町

65,871千円

委託料
3,751千円

八重瀬町

49,791千円

役務費
14千円

工事請負費
47,153千円

金城設計事務所
14千円 建築確認完了検査 手数料

㈲仲座建設
47,153千円 体験観光受入施設改修工事（2工区）

委託料
2,624千円

金城設計事務所
2,624千円

体験観光受入施設改修工事 監理業
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4－① 八重瀬町地産地消フェア事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－イ

流通・販売・加工対策の強化

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成26～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－(６)

事業内容

本町にて拠点産地に指定されている農作物等や畜産物・水産物及びそれらを使用した加工品等について、イベント開催を通じて地場産業の情
報発信や展示販売等を実施し、農林水産業の振興を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 4,000 4,000

(b)予算現額 4,000 4,000

(c)増減額(b-a) 0 0

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 4,000 4,000

B．執行済額 3,996 3,990

うち交付金充当額 3,196 3,192

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 99.9% 99.8%

予算の状況の説明
予算は、事業内容に即した適正額であったため、事業計画どおりの執行となっている。不用額10千円については、入札
残によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

地産地消フェア開催支援(2箇所)

目　標 開催支援
開催支援
（2箇所）

実　績 支援実施
支援実施
（2箇所）

農産物のPR

目　標 PR PR

実　績 PR PR

達
成
状
況
説
明

イベント開催を支援することで、会場整備及びイベント開催（伝統芸能、黒糖作り等）、チラシ作成等を行うことで、まつりの内
容充実し、このイベントを通じて展示販売等を実施することで本町の農作物等の周知が図られた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度 目標値

地産地消フェア来場者数：2,000人

目　標 2,000 2000人

実　績 2,900 3900人

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

地場産業（農作物、畜産、水産等）のPRを図るため、地場産業を活用したイベント「八重瀬町地産地消まつり」を開催したところ、まつりに
約3,900人（1回目：2,200人、2回目：1,700人）が訪れた。まつりに訪れた方は町内だけでなく、町外の方も見られた。八重瀬町の魅力ある
彩り鮮やかな地場産業の情報を効果的に発信することで、本町の農林水産業の活性化に繋がった。



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○支出先の選定方法について選定先は、地域における協働
のイベント等に関係している方で構成し、また地域各種団体
関係者の委員でもあるため、妥当である。
○予算規模は、事業内容に即した適正額であったため、事
業計画どおりの執行となっている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について精査し執行しており適正である。○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

（補助内容）
会場設営費（テント、ステージ、音響等）
広報費（チラシ、横断幕等）
交通整理費、イベント費（舞台出演者等）

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○開催日の調整（他のイベント等）や雨天時の検討（開催場所の一部変更及
びテント設置等）により、イベントの来場者数は、目標を上回る結果が出た。
○多くの人にアンケート等（回答：214名）に答えてもらえるような実施方法等
が必要である。
○駐車場の場所が分かりにくく改善が必要である。
○地場産業（農作物、畜産、水産等）を効果的にPRできるよう、開催方法等
を検討する必要がある。

○次年度も開催日時の調整や雨天時の検討を含めた調整を図る。
○実施したアンケートを検証し、アンケート等の実施方法や質問内容を検討
する。
○駐車場の場所や表示等を検討する。
○実行委員会にて開催方法や内容等を検討する。

今後の取り組み方針

○２箇所で開催していたイベントを１箇所で開催できるか検討する。
○駐車場への表示板等の設置を実施する。
○前年度のアンケートの質問内容や実施方法を検証し実施する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

 

7,837 3,990 3,192 798 3,847

評価 点　検　項　目

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

八重瀬町
3,990千円

補助金
3,990千円

八重瀬町地産地消まつり実行委員会
3,990千円

（交付対象外経費）
JA負担分3,847千円
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

４－② 八重瀬町和牛改良支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－ウ

農林水産物の安全・安心の確立

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成２６～３０年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容

農家の経営安定化・質の高い食用牛の改良を進めるため、優良母牛導入に向けて支援を行う。
種雄牛の育種価の脂肪交雑がＡランク以上の産肉能力があり、導入時の体高が平均値以上または登録審査時の審査得点が80点以上を見込
める雌牛の導入の実施。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 12,000 12,000

(b)予算現額 12,000 12,000

(c)増減額(b-a) 0 0

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 12,000 12,000

B．執行済額 11,902 11,598

うち交付金充当額 9,521 9,278

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 99.2% 96.6%

予算の状況の説明
予算は沖縄県農業協同組合への委託費用である。
不用額は４０２千円はセリにて雌牛を導入した際の残である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

優良母牛導入頭数：３０頭

目　標 30頭

実　績 32頭

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

平成27年度に30頭導入の目標に対しそれを上回る32頭の母牛を導入した。達成状況の説明として、1頭につき４０万円の上
限で事業を進めているが、セリによっては、上限４０万円以下の金額で母牛の落札が達成できたため、残りの予算を活用し、
当初予定をしていた頭数よりも2頭多く実績として目標を達成しています。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
26年度 27年度 28年度

目標値
（30年度）

優良母牛導入率：４０％

目　標 導入率：20% 導入率：40% 導入率：100%

実　績 導入率：20.66% 導入率：42%

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

平成２６～３０年度で優良母牛１５０頭導入（１００％）を行うが、平成26年度に31頭・平成27年度に32頭導入できた。
 成果目標の導入率４０％に対し、実績では導入率４２％達成できた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・導入した雌牛の生産報告（実施状況報告）を確認し、管理を行った。

・毎月、聞き取りにより導入した母牛の受精状況の確認を行った。

・生産報告（実施状況報告）にて受胎率の低い母牛に関し、何度も受精を試
みる前に獣医師への受診を促し受胎率の向上を図る。

今後の取り組み方針

・引き続き聞き取りによる受精状況の確認を行ってき、問題等がおきた場合の早期解決に取り組む。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

11,598 11,598 9,278 2,320 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

八重瀬町
11,598千円

委託料
11,598千円

沖縄件農業
協同組合

11,598千円

○支出先の選定方法は施工令167条2項にて随意契約によ
り選定しており、妥当だったと考えている。
○不用額は事業費の5％以内であり適正な規模であった。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

雌牛導入委託雌牛導入委託雌牛導入委託



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4－③ ぐしちゃんいい菜栽培体系実証事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－カ

亜熱帯・島しょ性に適合した農林
水産業の基盤整備

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成27～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－(６)

事業内容

八重瀬町で栽培されている島野菜（カンダバー：ぐしちゃんいい菜）の施設栽培実証実験を行うことにより、施設栽培体系の確立や有効性を明ら
かにして、施設整備事業の導入を検討し、安定生産及び産地化並びに農業経営の安定化を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,956

(b)予算現額 1,956

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 1,956

B．執行済額 1,840

うち交付金充当額 1,472

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 94.1%

予算の状況の説明 予算の不用額116千円は入札残により生じた為である。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

施設栽培体系実証実験施設
整備の実施

目　標 整備実施

実　績 整備実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

施設栽培体系実証実験施設整備については、今年度で実証展示圃の設置をすることができた。次年度には、整備した施設
（実証展示圃）にて実証実験を行い施設栽培体系の確立や有効性を明らかにする。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度 目標値

施設栽培体系実証実験施設
整備の完了

目　標 整備完了支援

実　績 整備完了

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

施設栽培体系実証実験施設整備については、実証実験を行うための実証展示圃（収量、品質、栽培体系、防風・台風対策等）の設置を
し、施設整備が完了した。次年度には、整備した施設（実証展示圃）において、実証実験に取り組み、施設栽培体系の確率や有効性を明
らかにしていきたい。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○これまで、露地で栽培されてきた島野菜（カンダバー：ぐしちゃんいい菜）
は、気象災害（台風等）の影響があったが、今回、施設栽培体系実証実験を
行うことにより、施設栽培体系の確立や有効性を明らかにするために実証展
示圃の設置を行った。次年度は、実証展示圃で実証実験を行う。

○実証実験を実施するにあたり、各関係機関との連携を密にして進めていく
必要がある。
○実証展示圃を活用した現地検討会、勉強会の開催を検討する。

今後の取り組み方針

○各関係機関（農家、JA、町、県）と連携しながら、実証実験（収量、品質、栽培体系、防風・台風対策等）を進める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

2,484 1,840 1,472 368 644

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○支出先はJAであり、生産部会も組織されており妥当であっ
たと考えている。
○予算規模は、事業内容に即した適正額であったため、事
業計画どおりの執行となっている。
○事業主体の負担については他の事業を参考に20％を負
担を求めており、妥当であったと考えている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

評価 点　検　項　目

○ 支出先の選定方法は妥当か。

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町
1,840千円

補助金
1,840千円

沖縄県農業協同組合
1,840千円

（補助内容）
実証展示圃（平張施設）の設置

交付対象外経費
JA負担分６４４千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5-① 救助艇・牽引車両整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-2-（4）-ｲ

災害に強い県土づくりと防災体
制の強化

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
平成27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－10－（2）

事業内容
　海や川に関する事故･災害等が起こった場合に、迅速かつ確実に対応するため必要な装備を整備し、消防力の強化に繋げ住民や観光客の安
心安全を確保する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　■負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 5,466

(b)予算現額 5,466

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 5,466

B．執行済額 5,411

うち交付金充当額 4,328

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 99.0%

予算の状況の説明
　当初計画していた事業内容はすべて実施し、順調に執行することができた。なお、不用額55千円については、入札残
によるものである。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

救助艇：一艇
牽引車両及びトレーラー（各一台）

目　標
救助艇：一艇

移動用トレーラー：一台
牽引車両：一台

実　績
救助艇：一艇

移動用トレーラー：一台
牽引車両：一台

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

・救助艇を配備することを目標としており、目標どおり達成した。
・牽引車両及びトレーラーを各一台配備することを目標としており、目標どおり達成した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

水難救助体制の機能強化

目　標 機能強化

実　績 機能強化

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　救助艇、牽引車両を整備することで訓練向上に繋がり水難救助体制の機能強化ができている。
また、消防救助艇の大型化により、乗船人数が増加したとともに、救助資機材（タンカー、AED等）の積載も可能となったことで、迅速・確
実な対応が可能となり、水難救助力の向上に繋がった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　今回の計画車両を整備することにより、水難救助隊員が消防救助艇を迅
速に乗船し、救助資機材を有効活用した安全・確実な水難救助活動が展開
できる。消防救助艇の導入後は、出動及び訓練後に塩害の影響を受けた消
防救助艇・及び牽引車両の保守点検を行い、常に災害時に備えて出動でき
る体制を維持しなければならない。

　消防救助艇及び牽引車両の維持管理体制を徹底させ、安全・迅速に出動
体制を確保することに努める。

今後の取り組み方針

消防救助艇・牽引車両を活用した訓練の充実と水難救助活動の強化に取り組み、市民や国内及び国外からレジャーで訪れた人々に安心・安全を与える地域を目
指す。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

5,411 5,411 4,328 1,083 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

※島尻消防、清掃組合は南城市、八重瀬町の一部事務組合のため、総事業費を人口
割りで按分。

総事業費　13,164,120円　　南城市人口割（0.588980）、八重瀬町人口割（0.411020）
南城市負担　7,753,403円（13,164,120円×0.588980）
八重瀬町負担　5,410,717円（13,164,120円×0.411020）

○一部事務組合への支出で事業目的から妥当であったと考
える
○入札残による不用額が生じたが、当初予定していた事業
内容は全て実施しており適正な規模であった。
○一部事務組合への負担金のため必要経費全額負担とし
ている。
○費目・使途については実績報告等を精査し目的に即した
必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町
5,411千円

負担金
5,411千円

島尻消防、清掃組合
5,411千円 消救助艇・牽引車両整備事業

八重瀬町
5,411千円

負担金
5,411千円

島尻消防、清掃組合
5,411千円 消救助艇・牽引車両整備



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5-② 八重瀬町地域防災計画策定事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-2-（4）-ｲ

災害に強い県土づくりと防災体
制の強化

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
平成26～27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－10－（2）

事業内容
　本町には海岸、河川沿いに面した集落があるが、本町地域防災計画において津波に対する考えが十分ではなく、想定外の被害をもたらした東
日本大震災のような大規模災害に備え、住民と本町を訪れる観光客の安心･安全を確保するため、国の防災基本計画や沖縄県地域防災計画を
踏まえ、災害対応「初動マニュアル」及び「災害対応時マニュアル」を作成し地域防災計画の強化を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 29,697 15,380

(b)予算現額 29,697 15,380

(c)増減額(b-a) 0 0

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 29,697 15,380

B．執行済額 29,160 14,580

うち交付金充当額 23,328 11,664

次年度繰越額 0 0

八重瀬町地域防災計画の検討
（各種災害マニュアルの検討）

執行率（％）(B/A) 98.2% 94.8%

予算の状況の説明
　当初計画していた事業内容はすべて実施し、順調に執行することができた。なお、不用額800千円については、委託の
入札残によるものである。

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

実　績
地域防災計画の検討

（各種災害マニュアルの検
討

目　標
地域防災計画の検討
（各種災害マニュアル

の検討

目　標 －

実　績 －

実　績

目　標

八重瀬町地域防災計画の策定
（各種災害マニュアル作成）

目　標

実　績

27年度 28年度 29年度
目標値

（　年度）

活動目標
（指標）

及び達成状況

達
成
状
況
説
明

　H27年3月に修正された沖縄県地域防災計画が修正、公表されたことに基づき、上位計画との整合性を確保するため新た
に八重瀬町地域防災計画の一部見直の検討を行った。　また災害対応時に必要なマニュアル等の検討を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）

地域防災計画の策定
（各種災害マニュアル

作成）

地域防災計画
の策定（各種災
害マニュアル作

成）

－

－

進
捗
状
況
説
明

・八重瀬町地域防災計画の一部見直しをしたことで、国の防災基本計画、沖縄県地域防災計画との上位計画との整合性を確保すること
ができ防災計画の強化を行った。
・大規模災害が発生した場合において、町職員が迅速かつ的確に応急対策を実践できるよう一連の防災関連マニュアルを作成したこと
で今後の災害時訓練等への活用や、防災体制の強化が図られた。
（作成ﾏﾆｭｱﾙの種類　：　①避難勧告等判断ﾏﾆｭｱﾙ　②職員初動ﾏﾆｭｱﾙ　③本部事務局ﾏﾆｭｱﾙ　④避難所開設・運営ﾏﾆｭｱﾙ　⑤被災状
況把握及び建物被害状況調査ﾏﾆｭｱﾙ　⑥罹災証明発行ﾏﾆｭｱﾙ）



014,580 11,664 2,91614,580

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　本町は滞在型の観光を推進しており、今後多くの来訪が想定されるが、大
規模な災害に対して、住民及び来訪する観光客の安全を確保するための対
策が急務であり、観光立県の観点からも各種災害時対応マニュアルの作成
を含めて地域防災計画の強化を行った。
　今後、作成した各種災害時対応マニュアルを活用した防災訓練を行ってい
く必要があるが、来訪する観光客をどう防災訓練へ参加させることができる
が課題である。

　地域防災計画及び各種災害時対応マニュアルについては、実際の災害対
応や防災訓練等を検証し、継続的な見直しを今後も続けていく必要がある。
また、災害発生時に円滑かつ的確に防災活動が行えるよう、防災体制の確
立並びに防災思想の普及を図るため、行政機関をはじめ関係機関、住民、
事業所等が一体となって防災訓練を実施していく必要がある。
　観光客等の防災訓練への参加については、町内の宿泊施設等への協力を
調整していく必要がある。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

今後の取り組み方針

　住民及び本町を訪れる観光客の参加による地域防災計画、各種災害対応マニュアル等を活用した防災訓練を実施するとともに、災害発生時・対応時・復興時
のそれぞれにおける職員への周知及び訓練を行い災害時対応についての強化を図る。また、観光客等の防災訓練方法について検証していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○ 委託業者は指名競争入札により選定しており妥当であっ
た。
○ 複数業者見積を参照として委託設計額を算出しており、
予算の規模は適正であった。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

八重瀬町
14,580千円

委託料
14,580千円

琉球国際航業(株)
14,580千円

八重瀬町地域防災計画の策定

（各種災害マニュアル作成）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5-③ 防災備蓄品整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-2-（4）-ｲ

災害に強い県土づくりと防災体
制の強化

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
平成26～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－10－（2）

事業内容

　亜熱帯気候である沖縄県では毎年大きな台風が接近・襲来しており、平成26年度にいたっては、特別警報が発表されるほどの猛烈な台風が
襲来している。また島しょ県である沖縄は、大規模災害時には物資の補給が困難となり、孤立してしまう恐れがあります。そのため、町独自で災
害に備え、避難所に避難してきた住民に対し災害用トイレ袋、トイレットペーパー、毛布等の備蓄品を供給できるようにする。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 14,155 2,332

(b)予算現額 14,155 2,332

(c)増減額(b-a) 0 0

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 14,155 2,332

B．執行済額 10,251 1,467

うち交付金充当額 8,200 1,173

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 72.4% 62.9%

予算の状況の説明
　当初予算2,332千円に対し執行済額が1,467千円と大きな乖離があるが、その要因としては予算計上時における積算積
算が不十分であったことによる過大見積であったと考えられる。購入備蓄品については当初計画どおり購入を行ってい
るため適正執行であった。

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

防災備蓄品の購入
①災害用トイレ袋

目　標 4,000枚

実　績 4,000枚

実　績 384個

実　績 450枚

　②トイレットパーパー
目　標 384個

　③毛布
目　標 450枚

防災備蓄品の購入
①災害用トイレ袋

目　標

実　績

　②トイレットパーパー
目　標

実　績

67%実　績

活動目標
（指標）

及び達成状況

達
成
状
況
説
明

　非常用ﾄｲﾚ袋4,000枚、トイレットペーパー384個、毛布450枚の購入した。これらの備蓄品の整備を行ったことで大規模災害
で孤立した場合でも住民等に物資を供給でき、避難してきた住民等の生命を守ることができるとともに、避難所での混乱を防
ぐことができる。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

66%

68%

－

66%

　八重瀬町地域防災計画において防災備蓄品を八重瀬町人口の約20分1の数の3日分を揃えていくことを目標としており【最終目標数値
①災害用トイレ袋12,000枚　②トイレットパーパー：1,200個　③毛布：1,340枚　】　H27年度に災害用用トイレ袋4,000枚（68%）、トイレット
ペーパー384個（68%）、毛布450枚（67%）の購入を行った。H28年度には備蓄目標を確保出来る予定。

－ 68%

　③毛布
目　標

進
捗
状
況
説
明

－ 67%



1,467 1,467 1,173 294 0

今後の取り組み方針

　災害用トイレ袋、トイレットペーパー、毛布についてH28年度に継続購入し目標数値の確保に向けて整備していく予定である。
（災害用トイレ袋：4000枚、トイレットペーパー：384個、毛布：440枚　の購入予定）

　要配慮者のための災害用物資について、流通在庫備蓄を活用することを基本とし、災害時に必要量を調達できるよう民間団体等との協定の締結等を推進して
いくとともに、一定程度の備蓄についても考慮する。

　町の広報誌やホームページ等による備蓄品整備状況を周知する等の防災啓発に努める。

　防災備蓄品を使った避難訓練等の実施について検討する必要がある。

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　本町では地域防災計画で定める食糧の備蓄をH26年度事業において目標
数値を達しているが、災害用毛布、トイレ袋等の備蓄品について不十分であ
ることから、災害時における避難所運営を万全とするため、防災備蓄品を整
備した。

　災害用トイレ、トイレットペーパー、毛布については備蓄倉庫の容量不足か
ら購入計画を分散した。

　要配慮者のための介護用品、育児用品、女性用品等の物資の備蓄につい
ても検討していく必要がある。

　予算確保時における適正な積算に努める必要がある。

　災害用トイレ袋、トイレットペーパー、毛布については、H27,28年度と継続購
入し、目標数値の確保に努める。

　要配慮者のための災害用物資については、必要量の把握について検証
し、備蓄物資の備蓄及び調達ができるように努める。

　予算計上時の積算について複数業者からの見積りのほか、市場価格等を
取り入れる等の工夫を行い適正な予算確保に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

×

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○購入業者は指名競争入札により選定しており妥当であっ
た。
○ 不用額は事業費の37％程となっており事業計画時の適
正な予算確保に努める必要があったと考える。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について精査し執行しており適正である。

八重瀬町
1,467千円

需用費
359千円

アースウィング
(株) 359千円

防災備蓄品整備事業
災害用トイレ袋

トイレットペーパー

備品購入費
1,108千円

防災備蓄品整備事業
毛布

鈴繁工業
沖縄営業所
1,108千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実　績 整備完了
ハーレー舟保管格納庫整備

目　標 保管庫整備

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

６－① ハーレー振興事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－（ウ）

観光客の受入体制の整備

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成26～27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
毎年、旧暦の５月４日（ユッカヌヒー）に行われる港川ハーレー（爬竜船競争）は、海人（ウミンチュ）の豊漁と航海の安全、集落の安泰を祈願して
行われています。しかし、ハーレー舟の老朽化や保管場所がないため、新たにハーレー舟の造舟、ハーレー舟保管の格納庫を整備する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,000 22,800

(b)予算現額 2,000 20,445

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 2,355

(d)繰越額 0 0

A．計(b+d) 2,000 20,445

B．執行済額 1,993 20,299

うち交付金充当額 1,594 16,239

次年度繰越額 0 0

28年度 29年度 30年度

執行率（％）(B/A) 99.7% 99.3%

実　績 舟の造船

予算の状況の説明 入札残等の予算を補正により、2,355千円減額した。

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度

保管庫整備

ハーレー舟の造船
目　標 舟の造船

実　績 整備完了
保管格納庫の整備

目　標

28年度 29年度
目標値

（　年度）

３隻造船

活動目標
（指標）

及び達成状況

達
成
状
況
説
明

ハーレー舟の材料購入し、３隻のハーレー舟を造船した。ハーレー舟保管庫の設計及び保管庫の建築工事を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）

進
捗
状
況
説
明

新しく３隻のハーレー舟を造船し、ハーレー舟保管庫も整備された。これからはハーレーの伝統行事の保存継承、地域の活性化や観光
振興に期待が持てる。

27年度

ハーレー舟の新造船　３隻
目　標

実　績 ３隻造船



有限会社　平良建設

今後の取り組み方針

平成２８年度のハーレー行事から新しいハーレー舟を供用開始し、伝統行事の保存継承及び本町、地域の活性化を図る。港川ハーレー行事を八重瀬町の広報、
ホームページ等に掲載ＰＲし、関係課と協力し観光振興に取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

20,299 20,299

交付対象
事業費

交付対象
外経費

4,060

交付金
充当額

市町村
負担金

〔ハーレー舟保管庫建築工事管理業務〕

1,069千円

7,825千円

16,239

総事業費

0

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

ハーレー舟３隻の造船と保管庫も整備され、今後は後継者の育成、伝統行
事の保存継承が課題である。

今後は、ハーレーの伝統行事の保存継承や地域の活性化、観光振興へに
向けての取り組み方を検討していく。

八重瀬町 委託料

いとまんサバニ製作所

〔ハーレー舟造船　３隻〕

4,931千円

屋プランニング

〔ハーレー舟保管庫設計委託業務〕

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

〔ハーレー舟保管庫建築工事〕

12,474千円 12,474千円

20,299千円

○

1,825千円

屋プランニング

－

工事請負費

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託業者は、指名競争入札及び随意契約で選定しており
妥当であったと考えている。工事請負業者は、指名競争入札
で選定しており妥当であったと考えている。
○予算規模は、事業費の不用額８％以内で内容に対し適正
な規模であった。
○事業費、使途については、精算段階で検査をし目的に即
し必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。
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・仲本日記資料の県内教育機関、町内教育
機関への配布→200部

目　標

実　績

200部配布

200部配布

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

7-① 沖縄戦関係資料公開事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章- 2- (5)- ｲ

戦後処理問題の解決

担当部課名 生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－3－（1）

事業内容

本町は沖縄戦末期、近くに日本軍の司令部が置かれ、激戦地となったことで、町は壊滅状態となり人口の5割近くが犠牲になった。戦中は、日本
軍によって町内に陣地が構築され、白梅学徒隊が動員された野戦病院も置かれた。町では既存の資料館に、これまで収集した白梅学徒隊の資
料をパネルにし公開する。また、元郵便局長の戦前から戦後までの日記資料の冊子を作成し公開する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,753

(b)予算現額 6,753

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 -

A．計(b+d) 6,753

B．執行済額 6,353

うち交付金充当額 5,082

次年度繰越額 0

29年度 30年度

白梅学徒隊関連パネル作成

実　績 作成・設置

執行率（％）(B/A) 94.1%

予算の状況の説明
不用額が４００千円発生しているが、事務補助員が見つからず当初の契約日数が減ったための賃金残と入札残であり、
当初計画していた事業内容はすべて実施した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度

目　標 作成・設置

28年度 29年度

仲本稔日記資料集作成　２００部

目　標 ２００部

実　績 ２００部

実　績

達
成
状
況
説
明

仲本日記資料集は、編集作業を行い資料集の作成を行った。白梅学徒隊関係のパネルを制作し資料館展示室に設置した。
また、企仲本稔日記資料をもとに企画展を6月と3月に資料館で開催し、戦争の悲惨さ、平和の尊さへの意識の向上が図られ
た。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度

目標値
（年度）

・戦争の悲惨さ、平和の尊さへの意識の向
上を図る

目　標 意識の向上

意識の向上

進
捗
状
況
説
明

仲本稔日記資料集を２００部、そのうち仲本稔日記資料集200部を県内教育機関、町内教育機関への配布をおこなった。白梅学徒隊関
係のパネルを１基制作し、既存資料館で常設展示として設置している。また、企画展を年２回（６月・３月）に開催をし、その機会を通じて
参加者への意識の向上を図ることができた。

・白梅学徒隊関連資料のパネルを既存資
料館への設置

目　標 1基設置

実　績 1基設置



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

今後の取り組み方針

旧具志頭村の戦前から戦中にかけての住民の証言等が乏しかったが、仲本日記資料集は、これまで伝えられていた出来事の裏付けになる資料である。今後は、
仲本日記資料と現在得られている資料と合わせて沖縄戦の検証作業を進めながら、平成32年度発刊予定の「八重瀬町史戦争資料編」に反映させていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

6,353 6,353 5,082 1,271 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業務については指名競争入札及び随意契約で執行
した。随意契約は三社から見積もりを徴した結果、最低金額
のと契約を行ったため妥当である
○不用額は事業費の7％以内であり適正な規模であった。
○費目・使途は事業目的に即し必要なものに限定されてい
る。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

・日記資料の編集を行う際、個人名の扱いについて、ご遺族との調整に時間
を要した。

戦時中、仲本氏が入れられた民間人収容所で、仲本氏は旧具志頭村出身者
のみの名簿の作成を行う仕事を与えられていたため、その名簿も残ってお
り、当初は日記資料と同時収録の予定であったが、個人情報の観点から別
刷りにし内部資料とすることにした。今後、収容所名簿の扱いについてどのよ
うな人（団体）にまで公開するのか。町の個人情報公開と同じ手続きを行うの

・仲本稔氏出身の旧具志頭村側では、沖縄戦関係の聞き取り調査資料が乏
かったため当時の住民の様相を知ることが難しかったが、日記資料により沖
縄戦研究の前進が見られた。

八重瀬町
6,353千円

株式会社 平山印刷
4,698千円

仲本稔日記資料 200
部

収容所名簿 10

有限会社 糸工房
294千円

白梅学徒隊関連パネル

1基 制作

仲本日記編集事務補助員 1人
賃金 1名
1,198千円

共済費
163千円

委託料

4,992千円

賃金
1,198千円

共済費 １名
163千円

仲本日記編集事務補助員 1人



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

墓前祭に変わる銅像前奉納祭及びシンポジウムに変わる記念式典を行った。内容は午前中は銅像前での奉納祭を行い約80人の参加
があった。午後は記念式典で講演及び演劇を行い約250人の参加があった。また、当初は町内の小中学校でお笑いを交えた演劇のみを
行う予定であったが、実行委員会より一般公演も行うことにより、町外の方にも顕彰できるとのことで、4公演増え計11公演行った。観覧
者数は約4,220人であった。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）

謝花昇演劇上演
（町内中学校×2校､小学校×4校　約
3,800）

実　績 0
謝花昇関連シンポジウムの開催　約200名

目　標 ２００名

実　績 約3800名

達
成
状
況
説
明

墓前祭に変わる銅像前奉納祭及びシンポジウムに変わる記念式典を行った。内容は午前中は銅像前での奉納祭を行い、午
後は記念式典で講演及び演劇などを行った。また、当初は町内の小中学校でお笑いを交えた演劇のみを行う予定であった
が、実行委員会より一般公演も行うことにより、町外の方にも顕彰できるとのことで、4公演増え計11公演行った。

目　標 約3800名

活動目標
（指標）

及び達成状況

シンポジウムの開催
目　標 1回

謝花昇顕彰事業「墓前祭」の開催
目　標 1回

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

8-① 謝花昇顕彰事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-１-(５)-ア

文化資源を活用したまちづくり

担当部課名 生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-（1）

事業内容

八重瀬町の偉人である自由民権運動の父「謝花昇」の生誕150周年の節目であたりこの機会に町民にその功績を広め偉人顕彰に対する気運を
高める。また全国的に謝花昇先生の認知度を高めることにより八重瀬町のPRにもなる。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 8,500

(b)予算現額 10,000

(c)増減額(b-a) 1,500

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 10,000

B．執行済額 9,918

うち交付金充当額 7,934

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 99.2%

予算の状況の説明

当初は町内の小中学校でお笑いを交えた演劇を7公演行う予定であったが、実行委員会より一般公演も含めて実施できるようにして
もらいたいと要望があり、事業計画の見直しと変更を行った。それにより、町外の方にも顕彰でき、4公演増え計11公演行うことにより
1,500千円増額となった。また、事業計画に記載れさた沖縄２１世紀ビジョン基本計画該当箇所は、第３章ｰ５ｰ⑷ｰウとなっています
が、これは誤りであり、正しくは第3章ｰ１ｰ（５）ｰアであるため、このシートでは正しい記載内容に修正しています。

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

実　績 ０回

町内児童生徒を対象とした謝花昇演劇上
演会の実施

目　標 ７公演

実　績 11公演

実　績

基準値
（27　年度）

28年度 29年度 30年度
目標値

（　年度）

０回

墓前祭の実施 　約50名
目　標 約50名

実　績 0



○支出の選定先は、実行委員の構成は行政及び地域各種団体関
の長であり協働のイベントを開催するには妥当である。
○予算規模は業者見積もりにより設定しており、適正な規模であっ
た。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なものなの
か等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

9,918 9,918 7,934 1,984 0

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

謝花昇生誕140周年記念事業及び民権百年祭を基に計画をしていましたが、実行委
員会の中で話し合った結果、墓前祭は当日に急遽親族の方が亡くなられた場合、沖
縄の習慣で親族も含め同じ墓へ埋葬するため、急に使えなくなる可能性があること
から、確実に実施できる銅像前に変更となった。またシンポジウムの公演者は決まり
ましたが、パネラーが見つからなかったため記念式典に変更し、詩吟、記念公演、演
劇を行った。調整不足から少々内容の変更がでたが、事業としては成功したものと考
えられる。今後は事業内容の事前調整をしっかり行っていきたい。作文等発表会に
ついては、事業を進めるなかで謝花昇顕彰委員会より提案されたことから、当初は
予定していなかった。

笑いを交えた演劇は小中学校や一般の方にも分かりやすいとの評判を得て
いるため、今後も継続的な演劇鑑賞を行いたいと考えるが、毎年同じ内容を
行うわけにも行かないため、何年毎に行うのか、別の角度からの内容に変え
るのか検討したい。

今後の取り組み方針

笑いを交えた演劇については、小学校低学年が高学年に進級し、高学年が中学生に進級することを踏まえて3年毎に演劇鑑賞を行うことを検討したい。また、作
文等の発表会についても要綱及び採点基準を策定し開催を検討したい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

八重瀬町
9,918千円

謝花昇生誕150
周年記念事業実
行委員会へ補助

9,918千円

企画運営費・広告宣伝費・会

場

設営費イベント費・交通防犯

補助金
9,918千円

八重瀬町
9,918千円

謝花昇生誕150
周年記念事業実

行委員会
9,918千円

企画運営費・広告宣伝費・会場

設営費イベント費・交通防犯対

策費等

補助金
9,918千円
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

8-② 謝花昇関係資料活用事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章- 5- (3)- ｲ

豊かな心とたくましい体を育む教
育の推進

担当部課名 生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
平成27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－3－（1）

事業内容

本町出身の謝花昇は自由民権運動の父と呼ばれ、明治時代、沖縄で参政権運動を行い活躍した。謝花昇関連資料をとおして沖縄近代史を学
ぶ取り組みを行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,804

(b)予算現額 3,804

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 ―

A．計(b+d) 3,804

B．執行済額 3,708

うち交付金充当額 2,965

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 97.5%

予算の状況の説明 不用額が97千円発生しているが、入札残などによるものであり、当初計画していた事業内容はすべて実施した。

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

「謝花昇ガイドブック製作」

実　績 開催

目　標 製作

基準値
（　年度）

実　績

「謝花昇資料展の開催」
目　標 開催

27年度 28年度 29年度
目標値

（　年度）

謝花昇ガイドブック製作

目　標 10,000部

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）

謝花昇資料展の開催

実　績 10,000部

活動目標
（指標）

及び達成状況

「謝花昇ゆかりの地を歩く」の開催
目　標 開催

実　績 製作

開催

達
成
状
況
説
明

謝花昇ガイドブックを10,000部作成した。町立の既存資料館で謝花昇関連資料の企画展を1回行った。謝花昇の生誕の地な
どを巡る「ゆかりの地を歩く」を1回行った。

目　標 600人

実　績 1,028人

目　標 25人

実　績 9人

進
捗
状
況
説
明

謝花昇ガイドブックを10,000部作成し、既存資料館、町内の学校、県内の図書館・教育機関へ配布。また、ガイドブックをもと
にガイドが歩いて案内する「謝花昇ゆかりの地を歩く」を開催した。「謝花昇ゆかりの地を歩く」は、参加申し込みは定員の25
名に達していたが、当日、大雨が降ったため、参加者が9人と目標の半分以下になってしまった。既存資料館で開催した展示
会では、当初予想を上回る観覧者が訪れた。

「謝花昇ゆかりの地を歩く」の開催



今後継続していく「謝花昇ゆかりの地を歩く」の開催の際は、雨天の場合に備
え、振替日を用意しておく必要がある。

企画展では、観覧者が限定されてしまうため、役場庁舎内のロビー等を使っ
た展示を行い、幅広く資料を公開する必要がある。

今後の取り組み方針

3,707 3,707 2,965 742 0

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

「謝花昇ゆかりの地を歩く」は、申し込みが定員に達したため、申し込みを断
るほどの反響があったにもかかわらず、2時間歩いて周る内容だったため、
当日の大雨で参加者が減ってしまった。

企画展では、観覧者から謝花昇を通して明治期の沖縄の世相が理解できた
との声をいただいた。

・町ガイドの会と連携し、まち歩き「謝花昇ゆかりの地を歩く」を定期コースの中に取り入れ、継続的に開催していく。
・今後も謝花昇関係資料を調査・収集し、既存資料館で収集した資料を常設展示し公開を行うことで、沖縄近代史を学ぶ取り組みを行う。
・謝花昇に関連した沖縄近代史の展示を定期的に役場庁舎ロビーで開催する等、広く資料の公開を行っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

評価 点　検　項　目

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業務については指名競争入札及び随意契約で執行
した。随意契約は三社から見積もりを徴した結果、最低金額
のと契約を行ったため妥当である
○不用額は事業費の3％以内であり適正な規模であった。
○費目・使途は事業目的に即し必要なものに限定されてい
る。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

八重瀬町
3,707千円

株式会社 Ｎａｎｓｅｉ
336千円

『沖縄時論』複製本 10部

『沖縄時論』マイクロフィルム撮影及びデジタル化

1本 「萬朝報」デジタル化 5本

光文堂コミュニケー

ションズ株式会社

2,960千円

『謝花昇資料集』 200部

『ガイドブック 謝花昇ゆかりの地を歩く』 10,000
部

株式会社 池宮商会
335千円

企画展チラシ Ａ4 5,000枚

企画展ポスター Ｂ2 100枚

ガイド料
6千円

委託料

3.631千円

消耗品
70千円

展示会で使用 ハレパネ、

コピー用紙等

報償費
6千円

「ゆかりの地を歩く」のガイド 1名



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )
成果目標
（指標）

及び進捗状況
促進

進
捗
状
況
説
明

　メンタルトレーニング講演会を１０月１７日に開催、目標であった200名を超える３００名余りのスポーツ指導者等が町内外
から来場し、立ち見も出る状況であった。
　サッカースクールは、１２月２６日に開催。Jリーグの鹿島アントラーズの選手達によるクリニックを、町内小中学生サッカー
部125名を対象に行った。日本代表選手など、日頃、目にすることのできないJリーガーから多くの技術を指導してもらった。
　児童生徒県外派遣支援については、団体6件、個人27件の支援を行った。町内の小中学生が九州・全国大会へ参加する
事によりトップレベルの相手との交流・対戦をすることで、スポーツ促進になり、多くの技術・経験を学んだ。

　トップアスリートによるスポーツ教室においてはＪリーグ鹿島アントラーズの選手による教室を開催。
　講演会については辻秀一氏（日本公認スポーツドクター）によるメンタルトレーニングの講演会を開催
　児童生徒の県外派遣費の支援は、全体で33件の派遣助成を支援を行った。

目標値
（　年度）

28年度

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 93.8%

達成状況

当初予定の講師謝礼金では金額が見合わずサッカークリニック委託料として実施したため9月補正にて
1,296千円増額した。また、派遣者が当初計画より増した為、３月に150千円を補正、233千円を流用した。不
用額318千円はリース料減や講師料の未執行の為。

4,835

0

3,867

B．執行済額

5,153

1,679

(d)繰越額 －

H27活動目標（指標）

トップアスリートによるスポーツ教室

29年度

実　績

27年度

実　績

開催

基準値
（　年度）

事業内容

八重瀬町民のスポーツへの意識を高めるとともに、沖縄県及び全国レベルの各種競技大会での八重瀬町出身選手の活躍を支援
する。

実施方法

29年度 30年度27年度 28年度

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

予算の状況の説明

(c)増減額(b-a)

平成27～29年度

沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

教育委員会　社会体育課 沖縄振興基本方針
該当箇所

(b)予算現額

3,474

5,153

125名

H27成果目標（指標）

実　績

100名

開催 開催

担当部課名

目　標

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

A．計(b+d)

31年度

競技力向上を目的とした講演会の開催

豊かな心とたくましい体を育
む教育の推進

予
算
の
状
況

Ⅲ－３－（１）

(a)当初予算額

事業実施
（予定）年度

トップアスリート「夢・未来」サッカースクー
ルの開催

目　標

実　績

うち交付金充当額

目　標

市町村名 八重瀬町

事業番号
・事業名

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

第3章-5-（3）ーイ
9-① 「夢・未来」スポーツレベルアップ事業

30年度

開催 開催

27年度 29年度28年度

開催

開催 開催

活動目標
（指標）

及び達成状況

児童生徒の県外派遣費の支援
目　標 支援実施 支援実施

支援実施 支援実施

達
成
状
況
説
明

競技向上メンタルトレーニング講習会の開
催

目　標 200名

児童生徒県外派遣費用に関する派遣支
援によるスポーツ促進

目　標 促進

実　績

実　績 300名



費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号に基
づき、受託業者が、クリニック・講演会の趣旨に合致
した業者である為、随意契約は妥当であったと考え
ている。
○不用額は事業費の５％以内であり適正な規模で
あった。
○受益者である町内各種団体及び個人は旅費の7割
は負担しており妥当と考える。
○費目、使途については精算段階で検査を実施して
おり、目的に即し、必要なものであったと判断した。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇

〇 支出先の選定方法は妥当か。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

点　検　項　目

今後の取り組み方針

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　サッカークリニックにおいては、ミニゲームが主のスクールとなった。
今後はゲームだけではなく、その状況に応じたプレーの仕方や考え方
なども学べるクリニック開催を行っていきたい。
　講演会において、客席数の不足が見られた。今後は事前に人数把握
ができるシステムづくりが必要。
　児童生徒派遣費においては申請者が大会の週に申し込みをしてくる
など、急な対応・予算措置におわれた。今後は大会派遣が決まり次第
申請するように広報誌などを利用し周知活動していく。

事前アンケートで参加者が学びたい事をクリニックの内容に反映する
ことにより、効果的に実施していきたい。

講演会においては事前に人数を把握する必要がある為、入場券の配
布等を行い客席数の確保が必要となる。講演内容については、オリ
ンピアンをモデルとした映像などもあり、従来の目的であったメンタル
スキルアップの内容を熟知することができた。

平成28年度は、県内・町内出身のトップアスリートによるバスケットボール・ハンドボールクリニックを開催。今年度の推進上の留意点で状況に応じた
プレーや考え方を学べるクリニックを開催する目的においてバスケット・ハンドボールは、適切である。瞬時にフォーメーションが変更し、その状況に
応じたプレーや考え方がとても重要な競技となっている。講演会については平成28年度は現時点では予定はしていない。児童生徒派遣費は現在同
様に支援していく。

評価

4,835 3,867 9684,835 0

八重瀬町
４，８３５千円

委託料
１，９５９千円

補助金
2,454千円

事務費
373千円

使用料
４９千円

消耗品費、役務費

町内各種団体及び
個人

２，４５５千円

音響「遊脳人」
４９千円

ランデザイン沖縄

１，２９６千円

株式会社 エミネクロス

663千円

サッカースクール

スポーツレベルアップ講演会

講演会時音響リース

県外派遣費 団体6件
個人27件
計33件（139名）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

28年度 29年度 30年度

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

10-① 子育て世代ゆいまーる支援事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-１-（4）-ウ

文化活動を支える基盤の形成

担当部課名 児童家庭課
事業実施

（予定）年度
平成27～33年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-３－４

事業内容

低所得故に共働き世代が多い沖縄県においては、待機児童も多く、この受皿となる保育施設の充実や子育て支援の充実は特に必要であるた
め、これに関連する各種施策を実施する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,582

(b)予算現額 1,369

(c)増減額(b-a) ▲ 213

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 1,369

B．執行済額 1,340

うち交付金充当額 1,071

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 97.9%

予算の状況の説明
当初、フルタイムで予算確保を行っていたが、実際はパートで雇用したので、その共済費と出勤状況で213千円は不用額
となっている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度

・町内6カ所の放課後児童クラブへの巡回
事務支援
・各学童クラブの空き状況の集約
・各学童クラブの情報交換の連携補助

目　標 支援・集約・連携補助

実　績 支援・集約・連携補助

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

６か所の巡回支援を行い、各クラブの会計等を支援できた。また、空き状況を調べ、窓口にてスムーズに住民に案内が出来
た。毎月、クラブの代表を集め定例会を行い、情報交換や意見交換もできた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

指導員が保育業務向上を図れる環境整
備。各学童クラブの施設情報・空き状況の
情報管理及び窓口での情報提供。

目　標
環境整備

情報管理・提供

実　績
環境整備

情報管理・提供

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

支援員が運営や会計の支援を行い、毎月の定例会にて情報交換等を行うことにより、指導員の保育業務向上を図ることができた。ま
た、定例会や各クラブと頻繁に連絡を取り合うことで、窓口にて空き状況やクラブの状況をスムーズに住民に案内する事ができた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・町内の全学童クラブが、民立民営となっており、指導員は子どもたちの保育
をしながら、事務処理等を行っているため、「運営」や「会計」の実態が異なっ
ていたり、正確性に欠けていた。そのため支援員を配置し、指導・支援に取り
組んだ。また、窓口にて住民に入所の手続きやクラブの情報提供を行い、待
機児童の把握やニーズの把握に取り組んだ。
・会計において、各クラブの状況把握はできたが、必要な書類の整備や会計
の処理を統一するためには、更に専門的な知識を必要とする。

・支援員を配置し会計事務補助を行った結果、会計の現状把握ができた。
今後も、支援員を活用し会計の整備・事務補助に努めるが、クラブへの本格
的な、経理指導が継続的に必要なため、クラブは町が定める税理士事務所
に委託し整備していく必要がある。
・支援員は、今後も指導員への負担軽減のため会計・運営事務補助に努め
る。
・窓口にて、住民に対してクラブの空き状況や運営情報の提供、また施設相
互の情報交換等の連携を支援員が行い、住民への迅速な対応を今後も続け
る必要がある。

今後の取り組み方針

・２８年度には、各クラブが経理委託する町指定の税理士事務所と支援員が連携し、各クラブの会計整備に取り組む。
・支援員は指導員が、保育業務向上を図れる環境整備のため事務補助を行う。
・支援員は、施設相互の情報交換や、窓口で住民への入所手続の案内や情報提供等を継続する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

1,340 1,340 1,071 268 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○備品購入については、３社見積りで購入を行い購入したので妥
当であったと考えている。
○賃金については、八重瀬町臨時職員の任用、給与、服務及び勤
務条件等に関する規則に基づき支出しており妥当なものと考えて
いる。
○費目、使途については事業目的達成の観点から必要なものなの
か等について支出等に関する書類において確認をし適正であると
考える。

八重瀬町

１，３４０千円

備品購入費

147千円

賃金

1,005千円

共済費

188千円

ｵｰｼｰｼｰ
147千円

１名

1,005千円

１名分

188千円

ビジネス用パソコン

支援員１名

支援員１名の共済費
（社会保険料、雇用保険料事業所
負担分、労災保険料）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

11-① 教育施設省エネ化推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ウ

優れた人材を育み地域の発展に
寄与する高等教育の推進

担当部課名 教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成25～27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０－（１）

事業内容

環境にやさしい教育施設を推進するため、照明設備をＬＥＤ化し省エネ化を図る。公立学校施設の照明設備ＬＥＤ取替工事を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 13,371 25,017 22,480

(b)予算現額 13,371 24,624 22,021

(c)増減額(b-a) 0 ▲ 393 ▲ 459

(d)繰越額 ― ― ―

A．計(b+d) 13,371 24,624 22,021

B．執行済額 13,367 24,624 22,021

うち交付金充当額 10,693 19,699 17,616

次年度繰越額 0 0 0

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0%

予算の状況の説明 ４５９千円については、入札残により生じ、補正予算において減額をしている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

25年度 26年度 27年度 28年度

ＬＥＤ取替工事の実施

目　標 白川小学校1校
新城小学校1校

東風平中学校1校
工事の実施

実　績 白川小学校1校
新城小学校1校

東風平中学校1校
工事の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

東風平小学校体育館および具志頭中学校体育館の２校について、ＬＥＤ取替工事を完了し当初の目標は達成できた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
25年度 26年度 27年度

目標値
（　年度）

東風平小
改修後CO2排出量　11,618ｋｇ
（改修前CO2排出量　22,704ｋｇ）

目　標
白川小

ＣＯ2排出量
9,123kg

新城小
ＣＯ2排出量

6,613kg

東風平小
CO2排出量
11,618kg

実　績

具志頭中
改修後CO2排出量　9,055ｋｇ
（改修前CO2排出量　15,076ｋｇ）

目　標
東風平中

ＣＯ2排出量
8,737kg

具志頭中
CO2排出量

9,055kg

具志頭中
CO2排出量

9,055kg

白川小
ＣＯ2排出量

9,123kg

新城小
ＣＯ2排出量

6,613kg

東風平小
CO2排出量

11,618kg

実　績
東風平中

ＣＯ2排出量
8,737kg

進
捗
状
況
説
明

東風平小学校体育館および具志頭中学校体育館とも改修後のCO2排出量の実績数値が改修前の数値を低減し、目標数値の削減率を
達成できた。目標および実績数値については、使用電力量(Ｗ)×実排出係数(沖縄電力)＝ＣＯ2排出量をもとに算出した。実排出係数に
ついては、環境省が公表している「電気事業者ごとの実排出係数・調整後排出係数等」を用いて算出しており、東風平小学校の改修前
の数値が22,704kgから11,618kgへ減少、また具志頭中学校の改修前の数値が15,076kgから9,055kgへ減少しており、実績としてあがって
いるため、妥当である



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

公立学校体育館を限定に取り換え工事を推進してきたが、校舎等において
も電力需要と、地球環境に配慮するＬＥＤ化により、書ｴﾈ化の推進が必要で
ある。今後、改築等に併せ推進を図っていきたい。

今回、体育館の高天井について取替工事を行ったが、照明器具の選定には
さらなる向上を図るとともに、維持管理等が生じた場合の施工性についても
検討していきたい。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

総事業費

22,021 22,021 17,616 4,405 0

今後の取り組み方針

・平成２５年～２７年度における３年間で公立学校体育館のＬＥＤ取替工事が完了し、ＣＯ2削減および省エネ化が図られた。今後は、校舎改築時や、大規模改善
等に併せて、校舎および外灯などにおいてもＬＥＤ化を図り、学校現場におけるＣＯ2削減および省エネ化の促進を図りたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

○

支出先の選定方法は妥当か。

○

幸電設
10,681千円

八重瀬町 工事請負費

22,021千円 22,021千円

交付対象
事業費

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

・工事請負業者の選定は指名競争入札により妥当である。

 ・工事設計書をもって積上げ算出しており、予算規模は適正
である。また、不用額は入札残によるものであり妥当である。

・費用・使途は事業目的のみに限定されている。

ＬＥＤ取替工事
（東風平小学校体育館）

ＬＥＤ取替工事
（具志頭中学校体育館）

真喜志電設

11,340千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

11-② 公立学校環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章―５―（３）―イ

豊かな心とたくましい体を育む教
育の推進

担当部課名 教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ―１０―（１）

事業内容

各小中学校のプールへ、紫外線対策の日除けネットを設置する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 15,647

(b)予算現額 27,702

(c)増減額(b-a) 12,055

(d)繰越額 ―

A．計(b+d) 27,702

B．執行済額 27,702

うち交付金充当額 22,161

次年度繰越額 0

29年度 30年度

プール日除け設置工事の実施

実　績
小学校２校
中学校２校

執行率（％）(B/A) 100.0%

予算の状況の説明
大幅な増額については、日除け設備の面積変更によるものである。当初、交付申請では、日除け設備の計画では、４校
とも一部の休憩スペース上部分に限定していたが、配置計画等の精査を行ったところ、水面積上部分について４校とも
計画が可能になった為、１２月に流用により12,055千円を増額した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度

目　標
小学校２校
中学校２校

29年度

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

東風平小学校、白川小学校および東風平中学校、具志頭中学校の計４校について、プール水面上やおよびプールサイドへ
の手動開閉式の日除けネットの設置工事を行った。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度

目標値
（　年度）

小学校　２校
中学校　２校
設置率１００％

目　標
小学校2校
中学校2校

100%

実　績

目　標

小学校2校
中学校2校

100%

実　績

進
捗
状
況
説
明

予定どおり東風平小学校、白川小学校および東風平中学校、具志頭中学校の計４校とも契約工期内でプール日除けネットを
設置工事を１００％達成し完了できた。平成２８年度からは児童生徒を熱中症や日焼け等の健康被害から防ぎ、炎天下の中
でも安全安心に屋外プール教育活動を実施することが出来るようになる事から、十分に成果を達成できた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

既存の公立学校屋外プールへの日除けネット設置であり、全体的な意匠な
どについての検討も必要である。増額変更については、設置面積を大きくし
たことによる。当初計画の未熟さにより、今後は十分に検討したうえで事業を
推進していく。

今後は新規にプールの建設時に設置を検討し、全体的な意匠についても配
慮を要する。また、日除けネットの開閉を判断するための目安として、風速計
も同時に設置することが必要である。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

総事業費

0

今後の取り組み方針

　亜熱帯地域である本県の児童生徒が、長期にわたる直射による日焼けの蓄積により、皮膚ガンなどの病気になるリスクを抑えることが期待できる。また、直射を
遮り日陰を生み出すことで、熱中症対策も期待できる。今後は、屋外プールのみならず園庭や砂場上部など多様な状況で様々な場面での活用が期待できる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

支出先の選定方法は妥当か。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

―

27,702 27,702 22,161 5,541

27,702千円

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

交付対象
事業費

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

・費用・使途は事業目的のみに限定されている。

・工事請負業者の選定は指名競争入札により妥当である。

 ・工事設計書をもって積上げ算出しており、予算規模は適正
である。

八重瀬町 工事請負費 豊建工業（㈱）

27,702千円 27,702千円

プール日除け設置工事

・東風平小学校

・白川小学校

・東風平中学校

・具志頭中学校



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

11-③ 八重瀬町中央公民館耐震診断事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－１－（４）－ウ

文化活動を支える基盤の形成

担当部課名 生涯学習文化課
事業実施

（予定）年度
　平成２７年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０－（１）

事業内容

自然災害や人為的災害から守るための災害時に住民等が避難する場所である当施設が老朽化しており、安全性の確保が必要であるため当施
設の耐震診断調査を実施する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,696

(b)予算現額 1,998

(c)増減額(b-a) ▲ 4,698

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 1,998

B．執行済額 1,933

うち交付金充当額 1,546

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 96.8%

予算の状況の説明
当初、耐震2次診断を予定していたが、耐震診断は耐震補強を念頭に置いた調査であり、耐震基準を満たさない場合、
建て替えを視野に入れた施設の活用が難しくなるため、危険改築を念頭に置いた調査である耐力度調査へ変更し、耐
力度調査を実施した。調査内容を変更したことで、大幅な予算減となり、H28年1月に予算4,698千円を流用した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

耐震診断の実施

目　標 耐震診断の実施

実　績 耐力診断の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

当初、耐震2次診断を予定していたが、耐震診断は耐震補強を念頭に置いた調査であるため、耐震基準を満たさない場合立
て替えを視野に入れた施設の活用が難しくなるため、危険改築を念頭に置いた調査である耐力度調査へ調査内容を変更
し、中央公民館の耐力度調査を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　年度）

耐震診断結果の検証

目　標
耐震診断

結果の検証

実　績
耐力診断

結果の検証

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

当初、耐震2次診断その後の耐震診断結果の検証を予定していたが、耐震診断は耐震補強を念頭に置いた調査であるため、耐震基準
を満たさない場合立て替えを視野に入れた施設の活用が難しくなるため、危険改築を念頭に置いた調査である耐力度調査へ調査内容
を変更し、中央公民館の耐力度調査を実施した。その結果、中央公民館耐力度が充分ではなかったため、今後は建て替えも視野に入
れた施設の活用を検討する必要がある。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○大規模災害等が生じた場合、防災拠点に指定されている当施設である
が、建物の強度が充分とは言えず、安全面から２次災害の恐れも考えられ
る。安全・安心なまちづくりを推進する観点からも耐力度調査は必要不可欠
となる。また、反省点として、当初予定をしていた耐震2次診断について、事
業の見直しがありそのまま状況として、耐震診断を行うことができなかった。
事前の計画や関係機関との連携の強化等今後に向けて、しっかり業務改善
をし事業に対して取り組む必要がある。

○当初、耐震2次診断を予定していたが、耐震診断は耐震補強を念頭に置い
た調査であり、耐震基準を満たさない場合、建て替えを視野に入れた施設の
活用が難しくなるため、危険改築を念頭に置いた調査である耐力度調査へ
変更し、耐力度調査を実施した。
耐力度調査を実施した結果、耐力度が充分ではなかったため、今後は建て
替えも視野に入れた施設の活用を検討する。

今後の取り組み方針

中央公民館耐力度調査を実施した結果、耐力度が充分ではなかった。結果の検証を踏まえて、建て替えを視野に入れた施設の利活用を今後検討していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

1,933 1,933 1,546 387 0

八重瀬町 委託料 比屋根設計

1,933千円 1,933千円 1,933千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○支出先については、指名競争入札により決定しており、妥
当である。
○不用額は、全体の３．２％（入札残）であり、適正な規模で
あった。

○費目・使途については、適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

11-④ 幼稚園環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章―５―（３）―イ

豊かな心とたくましい体を育む教
育の推進

担当部課名 教育委員会　学校教育課
事業実施

（予定）年度
平成27年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ―１０―（１）

事業内容

具志頭幼稚園と具志頭小学校の間にある法面は、崩落の危険性があることやハブの生息地となっていることから、園児や児童の安全を確保す
るため整備を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 28,317

(b)予算現額 27,648

(c)増減額(b-a) ▲ 669

(d)繰越額 ―

A．計(b+d) 27,648

B．執行済額 27,648

うち交付金充当額 22,118

次年度繰越額 0

29年度 30年度

法面整備工事の実施

実　績 工事の実施

執行率（％）(B/A) 100.0%

予算の状況の説明 ６６９千円については、入札残により生じ補正予算において減額をしている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度

目　標 工事の実施

29年度

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

整備箇所である土羽の法面について、厚さ８センチのモルタル吹付け工で整備を実施した。また、モルタル吹付けで整備する
ことで降雨時の表面水により、雨水流量が増えることから併せて流末の側溝についても改良を施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度

目標値
（　年度）

法面整備工事の完了

目　標
法面工事
の完了

実　績

目　標

法面工事
の完了

実　績

進
捗
状
況
説
明

モルタル吹付工によりのり面を保護できたことで、のり面の浸食・崩壊を防ぎ、雑草を抑えハブが生息できない環境に改善で
きたことで、安心・安全な教育環境および避難通路を確保できた。整備工事については、予定どおり契約工期内にて完了し
た。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

災害時の避難場所として指定されている具志頭幼稚園および具志頭小学校
間の法面について、今回整備が図られたことによって、法面の崩落や浸食を
防ぎ、緊急時の避難通路の安全確保が図られた。また、雑草を抑えることで
ハブが生息できない環境に改善が図られ、安心・安全な教育環境が確保で
きた。

現地に自生している樹木については、経年により大きく成長し相当に根が
張っており、のり面安定のためには重要な一因となっているため、樹木を残し
た状態で整備をした。幹回りから生えてくる雑草の除草対策などの管理等で
法面作業時の安全対策の確保について検討が必要である。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

総事業費

0

今後の取り組み方針

亜熱帯地域である沖縄諸島は、台風の来襲が多い。また特有のスコールや雷雨、竜巻なども数多く発生している。その様な災害時に安心・安全に避難できるよう
に、避難所の耐震化はもちろん、避難所までの避難路の安全確保や整備を含めた取り組みの展開の加速化を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

評価に関する説明

八重瀬町 工事請負費 ㈲仁組

27,648 27,648 22,118 5,530

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価

○ 支出先の選定方法は妥当か。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

交付対象
事業費

・工事請負業者の選定は指名競争入札により妥当である。

 ・工事設計書をもって積上げ算出しており、予算規模は適正
である。また、不用額は入札残によるものであり妥当である。

点　検　項　目

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

・費用・使途は事業目的のみに限定されている。○

27,648千円 27,648千円

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

27,648千円

法面整備工事
・具志頭幼稚園



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

13-① 健康いきいきウォーキングマップ作成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-2-（1）-ア

沖縄の食や風土に支えられた健
康づくりの推進

担当部課名 教育委員会　社会体育課
事業実施

（予定）年度
平成26～30年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-3-（4）

事業内容

　ウォーキングは「歩く」という誰にでも参加しやすい運動で町民のスポーツ参加のきっかけを促進し、また内外から多くの参加者を集める事がで
き、観光面や経済効果といった波及の側面も持ち合わせている。ウォーキングマップを作成し、楽しさを実感、習慣化させることで「健康長寿沖縄
県・八重瀬町」を復活させ、また、八重瀬町を健康スポーツ活動拠点として内外に発信し、地域活性化を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 1,166 454

(b)予算現額 1,166 454

(c)増減額(b-a) 0 0

(d)繰越額 － －

A．計(b+d) 1,166 454

B．執行済額 1,065 454

うち交付金充当額 851 362

次年度繰越額 0 0

執行率（％）(B/A) 91.3% 100%

予算の状況の説明 当初の計画通りの額で執行した。

H27活動目標（指標）

達成状況

26年度 27年度 28年度 29年度

ウォーキングマップの作成

目　標 作成 2,000部

基準値
（　年度）

実　績

27年度 28年度 29年度
目標値

（　年度）

ウォーキングコースを設定し、マップの作
成・配布をすることでウォーキングに取り組
みやすい環境を整える。

目　標 環境整備

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）

実　績 環境整備

活動目標
（指標）

及び達成状況
目　標

実　績 作成 2,000部

達
成
状
況
説
明

「沖縄・八重瀬でスポーツ健康長寿！」を目指すためウォーキングマップを2,000部作成。町役場や体育施設、文化施設など
公共施設にて配布場所を設け配布。

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　今年度さらなるコースの見直し設定を行った。ウォーキングマップの配布についてもウォーキング教室の参加者への配布や町内各公
共施設へ配布場所を設け配布を行っている。作成したウォーキングマップの内容に地元周辺の距離のわかるコースをあらたに作成し、
その内容を明記する事で、さらなるウォーキングへの関心が高まり、ウォーキング愛好者が増えた。ウォーキングマップをきっかけに、
ウォーキングに取り組みやすい環境が整ったことにより、愛好者同士が呼びかけを行い、町内へウォーキングサークルが誕生した。サー
クル化した事によりウォーキングが日常になり、健康増進へもつながっている。



今後の取り組み方針

454 454 362 92

・今後も在庫がなくなり次第、増刷し配布をすることにより、ウォーキングを推奨し、日常的に運動（ウォーキング）を行う方を増やし、ウォーキングを通して、健康ス
ポーツ活動拠点八重瀬として内外へ発信を行っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

支出先の選定方法は妥当か。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

評価 点　検　項　目

〇

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

ウォーキングマップの作成印刷において課題はみあたらず、配布においても
スポーツ施設、公共施設にて配布することにより多くの町内外の方の手に
渡っている。健康長寿の復活をめざす観点においては、サークル化した事は
成果だと考えるが、被運動者を運動させる為の仕組みがない。その為、健康
保険課等とタイアップし、健康指導者への配布、コース歩き等の策を考え被
運動者へウォーキングの習慣化させることが課題と考える。

さらなる向上は、コースへ設定した道路等を安全・安心してウォーキングが行
えるような整備・維持が必要となる。

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

〇

0

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○選定業者は前年度ウォーキングマップの製作しており、
データ等を有している為、版製作費がかからない為、妥当で
あったと考えている。
○不用額は事業費の1％以内であり適正な規模であった。
○費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し、必要なものであったと判断した。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

八重瀬町
454千円

需用費
454千円

株式会社近代美術
454千円

ウォーキングマップ印刷

八重瀬町
454千円

需用費
454千円

株式会社近代美術
454千円

ウォーキングマップ印刷

八重瀬町
454千円

需用費
454千円

株式会社近代美術
454千円

ウォーキングマップ印刷

八重瀬町
454千円

需用費
454千円

株式会社近代美術
454千円

ウォーキングマップ印刷
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市町村名 八重瀬町

平成２７年度沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

14－① やえせのシーちゃん広場整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（８）－イ

商店街・中心市街地の活性化と
商業の振興

担当部課名 農林水産課
事業実施

（予定）年度
平成27～28年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－(７)

事業内容

八重瀬町では土地区画整理事業による総合的な魅力を備えた交流拠点としての整備により、新たな中心市街地の形成を目指しており、新しい
中心地に「やえせのシーちゃん広場」を整備することで、にぎわいを創出し本町の活性化を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

　27年度 　28年度 　29年度 　30年度 　31年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 981

(b)予算現額 981

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 981

B．執行済額 918

うち交付金充当額 734

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 93.6%

予算の状況の説明
予算は、事業内容に即した適正額であったため、事業計画どおりの執行となっている。不用額63千円は入札残により生
じた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H27活動目標（指標）

達成状況

27年度 28年度 29年度 30年度

シーちゃん広場設計委託の実施

目　標
基本設計の実

施

実　績 基本設計の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

平成27年度に８社を指名し競争入札を行い、基本設計を作成することができた。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

H27成果目標（指標）
基準値

（　年度）
27年度 28年度 29年度

目標値
（　　年度）

シーちゃん広場設計書作成の完了

目　標 基本設計の完了

実　績 基本設計の完了

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

平成27年度に基本設計の作成し成果目標を達成できた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○土地区画整理地内に八重瀬町役場新庁舎が建設され、新たな中心市街
地が形成を目指しており、にぎわいを創出するために、その隣接地に「やえ
せのシーちゃん広場」の整備をするために基本設計を行った。

○「やえせのシーちゃん広場」の建設予定地がJAの所有となっているため、
JAの事業計画と調整して進めていく必要がある。

今後の取り組み方針

○次年度は実施設計を発注し、実施設計後に工事を発注していく。
○JAの事業計画と調整しながら進めていく必要がある。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

918 918 734 184 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価に関する説明

○委託事業者は指名競争入札で選定しており、妥当であっ
たと考えている。
○予算規模は、事業内容に即した適正額であったため、事
業計画どおりの執行となっている。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について精査し執行しており適正である。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

-

評価 点　検　項　目

○ 支出先の選定方法は妥当か。

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

八重瀬町
918千円

委託料
918千円

富士工務店一級建築士事務所
918千円

やえせのシーちゃん広場基本設計の作成


